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新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

酒
田
市
長

　丸 

山

　

  

至

　
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
つ
つ

が
な
く
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
市
長
と
し
て
迎
え
る
３
回
目
の
お
正
月
、
昨
年
に
思
い
を
は
せ
れ
ば
、
私
の
基
本
姿
勢

で
あ
る
「
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
向
け
て
、
人
財
と
風
土
が
支
え
る
産
業
・
交
流
都
市
づ
く

り
」
の
布
石
を
し
っ
か
り
と
打
つ
こ
と
が
で
き
た
一
年
だ
っ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
昨
年
は
「
北
前
船
寄
港
地
・
船
主
集
落
」
が
日
本
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
外

国
ク
ル
ー
ズ
船
「
コ
ス
タ
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
や
、
南
極
観
測
船
「
し
ら
せ
」
の
寄
港

に
、
港
は
大
い
に
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。
酒
田
駅
前
地
区
再
開
発
事
業
は
基
本
設
計
が
完
了

し
、
着
工
を
待
つ
と
こ
ろ
で
す
。
米
国
・
デ
ラ
ウ
ェ
ア
市
と
の
姉
妹
都
市
交
流
協
定
の
締

結
、
ロ
シ
ア
・
サ
ン
ク
ト
ペ
テ
ル
ブ
ル
ク
市
や
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と
の
交
流
に
よ
っ
て

新
た
な
国
際
交
流
の
幕
が
開
き
、
女
性
活
躍
の
推
進
に
お
い
て
は
「
日
本
一
女
性
が
働
き

や
す
い
ま
ち
」
を
目
指
す
と
宣
言
し
ま
し
た
。

●
新
総
合
計
画
を
羅
針
盤
に
、
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
力
ア
ッ
プ

　
平
成
30
年
は
、
本
市
の
地
域
力
を
さ
ら
に
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
さ
せ
る

年
で
す
。
全
て
の
政
策
の
基
礎
と
な
る
新
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ
ま
す
。

市
民
の
皆
さ
ま
と
共
に
作
り
上
げ
た
こ
の
計
画
を
指
針
と
し
て
、
ま
ち

づ
く
り
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

●
交
流
で
更
な
る
に
ぎ
わ
い
の
創
出
力
ア
ッ
プ

　「
コ
ス
タ
ネ
オ
ロ
マ
ン
チ
カ
」
や
「
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
・
プ
リ
ン
セ
ス
」
な
ど
の
外
国
ク

ル
ー
ズ
船
寄
港
に
よ
り
、
港
は
一
層
に
ぎ
わ
う
で
し
ょ
う
。

　
中
心
市
街
地
の
さ
ら
な
る
に
ぎ
わ
い
の
た
め
に
、
歩
行
者
専
用
道
路
で
あ
る
中
町
モ
ー

ル
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
、
人
が
集
い
、
楽
し
め
る
空
間
を
創
出
し
ま
す
。

 

河
村
瑞
賢
の
生
誕
４
０
０
年
を
契
機
と
し
、
生
誕
地
で
あ
る
三
重
県
南
伊
勢
町
と
協
力

し
て
事
業
を
展
開
し
、
本
市
の
Ｐ
Ｒ
を
図
り
ま
す
。

 

ま
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど
ん
」
の
放
映
に
合
わ
せ
、
南
洲
神
社
が
あ
る
ま
ち

酒
田
の
情
報
を
全
国
に
発
信
し
ま
す
。
２
０
１
９
（
平
成
31
）
年
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
「
新
潟
・

庄
内
デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の
プ
レ
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
好
機
で
す
。
東

京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ホ
ス
ト
タ
ウ
ン
と
し
て
、
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
と

の
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン
を
通
じ
た
交
流
も
進
展
さ
せ
、
市
民
の
皆
さ
ま
と
一
体
と
な
っ
た
に

ぎ
わ
い
創
出
に
取
り
組
み
ま
す
。

●
産
業
振
興
で
ま
ち
の
活
力
ア
ッ
プ

 

企
業
立
地
・
地
元
企
業
の
経
営
強
化
へ
の
支
援
、
余
目
酒
田
道
路
な
ど
交
通
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
の
強
化
、
酒
田
駅
前
地
区
再
開
発
事
業
を
通
じ
、
地
域
産
業
の
潮
流
を
ス
ム
ー
ズ
に

循
環
さ
せ
ま
す
。
農
林
水
産
分
野
で
は
、
需
要
に
応
じ
た
米
づ
く
り
を
推
進
し
新
品
種
「
雪

若
丸
」
を
含
む
、
売
れ
る
米
づ
く
り
と
酒
田
産
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
力
の
向
上
、「
酒
田

杉
」「
い
か
の
ま
ち
酒
田
」
を
旗
印
と
し
た
農
林
水
産
業
の
振
興
に
取
り
組
み
ま
す
。

 

ま
た
今
年
オ
ー
プ
ン
す
る
産
業
振
興
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
を
中
核
に
農
商

工
連
携
な
ど
を
推
進
。
産
業
の
力
を
束
ね
、
地
域
の
元
気
に
つ
な
げ
ま
す
。

●
歴
史
的
建
造
物
の
再
生
で
ま
ち
の
魅
力
ア
ッ
プ

　
山
居
倉
庫
と
そ
の
周
辺
、
旧
割
烹
「
小
幡
」
な
ど
、
歴
史
的
建
造
物
の
保
全
・
再
生
・

活
用
を
図
る
と
と
も
に
、
本
間
家
旧
本
邸
、
相
馬
樓
な
ど
も
含
め
た
歩
く
の
が
楽
し
く
な

る
ま
ち
並
み
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

●
文
化
芸
術
推
進
と
ス
ポ
ー
ツ
振
興
で
市
民
エ
ネ
ル
ギ
ー
ア
ッ
プ

　
平
成
30
年
度
よ
り
策
定
予
定
の
、
文
化
芸
術
基
本
条
例
お
よ
び
文
化
芸
術
推
進
計
画
に
基

づ
き
、
文
化
芸
術
に
よ
る
豊
か
な
ま
ち
・
人
づ
く
り
を
推
し
進
め
ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
で
は

「
後
期
日
本
卓
球
リ
ー
グ
酒
田
大
会
」「
２
０
１
８
Ｖ
・
サ
マ
ー
リ
ー
グ
女
子
東
部
大
会
」（
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
）
と
、
大
規
模
な
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
本
市
に
は
、
地
域
に
根
ざ
し
た
ス
ポ
ー
ツ
チ
ー
ム
、
プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
が
あ
り
ま
す
。
上
部
リ
ー
グ
へ
の
昇
格
と
い
う
夢
に
挑
戦
す
る
姿

は
、
大
き
な
感
動
を
与
え
て
く
れ
る
で
し
ょ
う
。

　
文
化
芸
術
と
ス
ポ
ー
ツ
の
持
つ
力
を
生
か
し
、
人
材
育
成
、
に
ぎ
わ
い
の
創
出
に
取
り

組
み
ま
す
。

　
か
つ
て
繁
栄
を
極
め
た
湊
町
酒
田
。
再
び
よ
み
が
え
る
た
め
、
交
流
に
よ
っ
て
人
と
富

を
地
域
全
体
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
、
人
・
地
域
・
企
業
を
相
互
に
繋
ぎ
、
力
を
束
ね
て
新

た
な
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
大
き
な
飛
躍
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
戌
年
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
「
ワ
ン
」
ダ
フ
ル
な
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹賀新年2018

▲

河
村
瑞
賢
公
銅
像（
日
和
山
公
園
）

せ
ご

▲プレステージ・インターナショナルアランマーレの皆さんと
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域
全
体
に
循
環
さ
せ
る
こ
と
、
人
・
地
域
・
企
業
を
相
互
に
繋
ぎ
、
力
を
束
ね
て
新

た
な
活
力
を
生
み
出
す
こ
と
は
、
大
き
な
飛
躍
に
つ
な
が
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。

　
平
成
30
年
は
戌
年
で
す
。
市
民
の
皆
さ
ま
に
と
っ
て
「
ワ
ン
」
ダ
フ
ル
な
一
年
と
な
り

ま
す
こ
と
を
祈
念
申
し
上
げ
、
年
頭
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

謹賀新年2018

▲

河
村
瑞
賢
公
銅
像（
日
和
山
公
園
）

せ
ご

▲プレステージ・インターナショナルアランマーレの皆さんと
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そ
の
名
は
「
染
色
補
正
士
」

像
肖

特
集

無
く
な
ら
な
い
も
の
の
た
め
、

技
術
を
残
す

　
北
前
船
の
交
易
で
栄
え
た
湊
町
、
酒

田
。
現
在
の
本
町
通
り
周
辺
に
は
、
港

か
ら
揚
げ
ら
れ
る
荷
物
を
扱
う
廻
船
問

屋
が
軒
を
連
ね
、
周
り
に
は
大
工
、
鍛

冶
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
職
人
が
集
ま
り
、

そ
の
技
術
力
で
ま
ち
の
暮
ら
し
を
支
え

て
い
ま
し
た
。

　
時
代
と
共
に
姿
を
消
し
た
、
昔
な
が

ら
の
技
術
と
そ
の
担
い
手
。
し
か
し
現

代
に
お
い
て
も
、
か
た
く
な
に
昔
な
が

ら
の
技
術
を
守
り
続
け
る
匠
が
い
ま
す
。

　
寿
町
の「
中
谷
し
み
抜
き
店
」。趣
の

あ
る
木
製
の
引
き
戸
を
開
け
る
と
、
目

に
飛
び
込
ん
で
く
る
数
々
の
賞
状
。
同

店
の
三
代
目
中
谷
敬
さ
ん
は
、
平
成

29
年
度
全
国
技
能
グ
ラ
ン
プ
リ
で
第
１

位
を
獲
得
し
た
、
国
内
有
数
の
「
染
色

補
正
士
」
で
す
。

　
仕
事
の
内
容
を
聞
く
と
「
ウ
チ
は
昔

な
が
ら
の
し
み
抜
き
店
。
着
物
の
お
手

入
れ
全
般
を
請
け
負
い
ま
す
が
、
一
番

は
染
色
補
正
で
す
ね
」

「
染
色
補
正
」
に
つ
い
て
尋
ね
る
と
、

中
谷
さ
ん
は
お
も
む
ろ
に
２
枚
の
生
地

を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。
意
味
が
わ
か

ら
ず
首
を
ひ
ね
っ
て
い
る
と
、
中
谷
さ

ん
は
説
明
し
て
く
れ
ま
し
た
。

「
白
い
線
は
赤

い
線
も
含
め
て

色
を
抜
い
た
も

の
。
中
央
の
柄

は
、
脱
色
し
た

後
に
書
い
た
も

の
で
す
」

「
え
っ
？
柄
を

…

書
く
？
」
し

み
抜
き
と
い
う

中
谷 

敬
さ
ん 

◆ N
akatani K

ei

人

言
葉
を
遥
か
に
超
え
た
技
術
に
、
し
ば

し
呆
然
と
な
る
記
者
。

「
頑
固
な
汚
れ
は
一
旦
柄
ご
と
脱
色
し

て
染
め
直
し
ま
す
。
布
に
染
料
を
落
と

す
と
に
じ
み
ま
す
か
ら
、
脱
色
す
る
と

き
も
染
め
直
す
と
き
も
注
意
し
な
い
と

最
初
か
ら
や
り
直
し
で
す
」
と
、
笑
顔

で
言
っ
て
の
け
る
中
谷
さ
ん
。

「
自
分
よ
り
上
手
い
人
な
ん
て
い
っ
ぱ

い
い
ま
す
よ
。
１
位
に
な
る
の
に
10
年

も
掛
か
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で
す
し
」

と
謙
遜
し
ま
す
が
、
全
国
レ
ベ
ル
の
技

術
が
酒
田
に
あ
る
こ
と
に
、
う
れ
し
さ

と
誇
ら
し
さ
を
覚
え
ま
し
た
。

「
染
色
補
正
は
、
簡
単
に
言
え
ば
汚
れ

落
と
し
。
着
物
は
お
茶
や
踊
り
、
結
婚

式
な
ど
の
区
切
り
に
着
る
こ
と
が
多
く
、

次
ま
で
間
が
空
き
が
ち
。
そ
の
ま
ま
し

ま
っ
て
お
く
と
、
襟
や
袖
口
に
付
い
た

汗
や
皮
脂
な
ど
が
し
み
に
な
っ
て
し
ま

う
ん
で
す
」
圧
倒
さ
れ
て
い
る
記
者
に
、

改
め
て
わ
か
り
や
す
く
自
ら
の
仕
事
を

解
説
し
て
く
れ
た
中
谷
さ
ん
。

「
洋
服
と
比
べ
物
に
な
ら
な
い
く
ら
い
、

着
物
の
し
み
抜
き
は
大
変
。
生
地
づ
く

り
や
染
色
に
掛
か
っ
て
い
る
手
間
と
技

術
が
段
違
い
で
す
か
ら
」

　
先
に
技
術
を
ま
ざ
ま
ざ
と
見
せ
付
け

ら
れ
て
い
た
だ
け
に
納
得
の
一
言
。中
谷

さ
ん
は
、
18
歳
か
ら
東
京
と
京
都
で
着

物
に
つ
い
て
学
ん
だ
後
、
先
代
で
あ
る

技
術
を
保
ち
、
残
す

お
父
さ
ん
の
指
導
の
下
、
染
色
補
正
の

技
術
を
磨
い
た
そ
う
で
す
。

　
そ
ん
な
中
谷
さ
ん
に
、
自
ら
の
仕
事

の
将
来
を
尋
ね
て
み
ま
し
た
。

「
街
を
歩
い
て
い
て
、
着
物
を
着
た
人

に
出
会
う
こ
と
っ
て
な
い
で
し
ょ
？
で

も
、
１
人
も
い
な
く
な
る
こ
と
は
な
い

と
思
う
ん
で
す
。
仕
事
の
幅
を
広
げ
る

の
で
は
な
く
、
し
っ
か
り
と
し
た
技
術

を
保
ち
続
け
る
。
着
物
を
愛
す
る
人
た

ち
の
た
め
に
、
居
な
く
な
っ
て
は
な
ら

な
い
の
が
我
々
職
人
だ
と
思
い
ま
す
」

　　
店
を
出
て
振
り
返
れ
ば
、
中
谷
さ
ん

の
工
房
に
再
び
と
も
る
明
か
り
。
染
色

補
正
士
中
谷
敬
。
そ
の
確
か
な
技
術

は
、
こ
れ
か
ら
も
着
物
を
愛
す
る
人
々

の
た
め
に
、
こ
の
街
に
残
り
続
け
ま
す
。

特別編

▲補正前（左）と補正後（右）
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6

【撮影者談】甚句流しの躍動感あふれる太鼓を打つ女性と、鮮やかに夜空
を彩る花火で湊町酒田の夏の夜を3枚の組写真で表現しました。

　いろいろな要素がある中で夏宵の強い色調で酒田を表現しているのが
いい。花火の撮影ポイントはよく考えられているし、組み方やレンズの使
い方もうまい。

　市外の方ならではの視点。壁面に描かれている女の子と観客の視線が黒獅子の視
線と交差していてストーリーを感じる。壁面の文字も写真のキャッチコピーのように
なっておりアイデアの勝利。

【撮影者談】広告の視線とまつりを絡めたら面白い写真になりそうだと思いカメラを
向けました。行列にピントを取られないよう注意して撮りました。

視線
高木 敏宏さん（鶴岡市）

特 選
【単写真】



7 酒田市広報・私の街さかた・2018.1.1

入 選

夏の思い出
佐々木 吉治さん

（若宮町二丁目）

特 選
【組写真】

大漁の市場
山本 孝子さん（上安町三丁目）

　あえて人の顔を写さず腕だけで止めているところなど、題名の通り魚がしっかり
主役になっている。

流鏑馬
阿蘇 和夫さん（若宮町二丁目）

　写真の組み方のバランスがいい。１枚
目、２枚目で動きを止めて、最後の写真
でうまく動きを出している。

カヌー部
三澤 清明さん（駅東二丁目）

　風景写真ではないが、自然を上手に取
り入れている今までにあまりない写真。
被写体の真剣なまなざしもいい。

問市長公室広報広聴係 ☎26‐5706 ◆全体講評などは市ホームページに掲載しています。

第57回 私の街さかた

写真コンテスト入賞作品
審査員

菅原 恒男氏
（全酒田写真連盟会長）

渡辺 暁雄氏
（東北公益文科大学准教授）

高橋 江里子氏
（株式会社小松写真印刷制作部）
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ふ る さ と 発 見 賞

見えた。見えた!!
佐藤 橿さん（庭田）

青沢獅子踊り
池田 勝幸さん（大豊田）

　伝統芸能の一番いい瞬間を表現している。後ろから
撮ることで見ている人に視点が合い、情景が伝わって
くる。

佳 作

ユ ー モ ア 賞
　撮
影
者
の
人
柄
が
見
え
る
写
真
。普
通
は
前
に

行
っ
て
写
真
を
撮
り
た
く
な
る
と
こ
ろ
だ
が
、あ
え

て
後
ろ
か
ら
上
手
に
捉
え
て
い
る
。

豪華客船万来  佐々木 勝則さん（みずほ一丁目）

飛島から見える風景  三浦 一喜さん（鶴岡市）

秋田竿灯ハプニング  田代 貢一さん（宮野浦一丁目）

入賞作品の展示
土門拳記念館 ‥‥‥‥‥‥ 1月4日㈭～14日㈰

市役所1階 ‥‥‥‥‥‥‥ 1月17日㈬～24日㈬

総合文化センター‥‥‥‥ 1月27日㈯～31日㈬

ひらたタウンセンター ‥ 2月2日㈮～8日㈭

眺海の森さんさん‥‥‥‥ 2月10日㈯～15日㈭

八幡タウンセンター ‥‥ 2月17日㈯～25日㈰

応募状況
応 募 者 数

82人

応募作品数
130点
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魂の雄叫び
池田 紫雲さん（酒田光陵高校）

　風景を取り上げる写真が多い中で人を
取り上げていてうれしい。被写体の表情
もいい。

予感
五十嵐 唯さん（酒田光陵高校）

　輪郭がぼやけていくいい時間帯に撮影
した謎めいた作品。タイトルが面白い。

眺海の絶景
渡部 友樹さん（酒田西高校）

　雄大さが表現されている作品。人を入
れることでより広さが伝わってくる。

新 人 賞

ジュニアの部 入 選

　見ていてホッとする写真。ライフストーリーの中の
「誕生」という大きな出来事を切り取っている。

ママの勝ちーっ!!
太田 町子さん（錦町五丁目）

ド キ ュ メ ン ト 賞

受け継ぐ
小南 恵さん（保岡）

夏色
高橋 義章さん（吉田）

神楽見物
佐藤 善友さん（宮海）

ジュニアの部 特 選
木漏れ日の道
渋谷 知美さん（酒田光陵高校）

　定番の写真スポットではあるが、うまく撮るのが難しい場所。そこで構図
もバランスよくきれいに捉えているのがいい。

【撮影者談】この写真は角度や光のバランスを意識して撮りました。これから
もいい写真が撮れるように頑張りたいです。
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酒田の旬な出来事をまとめて紹介。
あの日あの時の話題を振り返ります。

お正月を迎えるに当たり

　交流ひろばで外国出身者のためのお
正月のマナー講座が開催され、参加者
は茶菓の出し方や初詣のマナーなどお
正月にポイントをしぼった日本のマナ
ーを学びました。

12/3

活気ある酒田へ

　エイエスエムトランスポート㈱の酒
田京田西工業団地の用地取得に伴い、
市役所で土地売買の契約調印式が行わ
れました。同社の工藤社長は「雇用創出
など酒田の発展を手伝っていきたい」
とあいさつしました。

12/13

福祉の心を表彰

　酒田市地域福祉センターで、酒田市
前田福祉賞および酒田市福祉協議会表
彰式典が行われ、長年にわたり地道な
社会福祉活動を行っている6団体、37
個人に賞が贈られました。

12/5

世界へはばたけ、
酒田の中学生

　第20回中学生海外派遣事業「はばた
き」報告会が公益ホールで行われまし
た。アメリカ合衆国デラウェア市を訪
れた生徒20人が同市の中学生と交流
し、学んだ研修の成果を報告しました。
同市と本市は、平成29年4月に姉妹都
市交流協定を締結しています。

12/16

熱い思いと音楽の共演

　公益ホールで消防職員意見発表会と
消防音楽隊定期演奏会が開催されまし
た。熱い思いのこもった意見発表会と
演奏会のほか、救急寸劇や募集してい
たはしご車デザインの表彰式もあわせ
て開催されました。

12/9

第1回
バス交通ファンクラブ

　第1回バス交通ファンクラブの会合
が行われ、大学生から高齢者までさま
ざまな年代の市民33人が参加しまし
た。酒田の路線バスは、年々その利用者
が減少し、路線の維持が困難になって
います。今後路線バスをどのように運
営していくべきなのか、参加した皆さ
んは時に真剣に、時に笑顔で語り合い
ました。

12/17
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定期船とびしま模型寄贈

　東京都在住の塚田三与志氏より「定
期船とびしま」そっくりな船体模型が
本市に寄贈されました。塚田氏は、平成
29年5月にとびしまに乗船した際、ジ
オカラーにデザインされたスマートな
フォルムに魅了され、図面と自ら撮影
した写真を元に制作したそうです。

11/24

まちづくりと
図書館の関係を考える

　酒田駅前まちづくりシンポジウムが
開催され、約200人が参加しました。基
調講演とパネルディスカッションが行
われ、参加者からリアルタイムに寄せ
られる意見が、流れるようにスクリー
ンに表示され、活発なディスカッショ
ンとなりました。

12/10

太公望集う

　第2回庄内釣りシンポジウムが開催
され、約200人が参加しました。シンポ
ジウムをきっかけに、庄内に昔から根付
く「粋な釣り文化」にスポットをあて、観
光振興としての「釣り王国庄内」の確立、
人工餌の開発による新たな庄内浜の漁
業振興を図っていきます。

11/26

大切な日にユリの花を

　駐日オランダ大使から認定を受けた
リリーアンバサダー 佐藤正志氏が市
役所を訪れました。リリーアンバサダ
ーは、ユリの生産から販売に至るまで
のさまざまなストーリーを、SNSなど
でPRするのが役割。佐藤さんは酒田の
ユリの魅力を全国に発信したいと意気
込みを語ってくれました。

12/11

土門拳の世界を踊る

　コンテンポラリーダンス公演「土門
さんとワタシ」が開催され、ダンサー 
鈴木ユキオ氏と公募により集まった市
民ダンサーが、土門拳の世界観をから
だ全体で表現しました。観客の皆さん
はダンスを通して、土門拳が作品に込
めた想いを感じていました。

12/3

児童の教育向上のために

　国際ソロプチミスト酒田の阿部会長
ほかメンバーが市役所を訪問し、チャ
リティー事業の収益金の一部を市に寄
付しました。寄付金は児童の健全育成
のため、図書の購入に充てられます。

12/12
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お知らせいろいろ月1
Sakata nformation

市
政
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ

問�

市
ま
ち
づ
く
り
推
進
課
市
民
相

談
室�

☎
２
６
‐
５
７
２
６

運
転
免
許
自
主
返
納
を

支
援
し
ま
す

　

本
市
で
は
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納

を
支
援
し
て
い
ま
す
。
体
力
や
視
力
の

低
下
な
ど
で
運
転
に
不
安
を
感
じ
る
方

は
、
運
転
免
許
の
自
主
返
納
を
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

支
援
申
請
窓
口
／
酒
田
地
区
交
通
安
全

協
会
（
酒
田
警
察
署
内
）

支
援
内
容
／

◦
バ
ス
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
券（
※
１
）の

交
付（
５
千
円
相
当
額・１
人
１
回
限
り
）

◦「
運
転
経
歴
証
明
書
」交
付
手
数
料
の

助
成

◦
乗
車
運
賃
１
０
０
円
割
引（
※
２
）（
乗
務

員
に
運
転
経
歴
証
明
書
の
提
示
が
必
要
）

※
１�

券
種
／
る
ん
る
ん
バ
ス
・
ぐ
る
っ
と
バ

ス
回
数
券
、
庄
内
交
通
バ
ス
回
数
券
、
山
形

県
タ
ク
シ
ー
共
通
乗
車
券
の
う
ち
い
ず
れ
か

１
種
類

※
２�

対
象
交
通
機
関
／
る
ん
る
ん
バ
ス
、
ぐ

る
っ
と
バ
ス
、
平
田
ワ
ン
コ
イ
ン
バ
ス
、
デ

マ
ン
ド
タ
ク
シ
ー

◆
支
援
事
業
の
申
請
期
限
は
返
納
日
か

ら
１
年
以
内
で
す
。

◆
運
転
免
許
の
自
主
返
納
は
、
酒
田
警

察
署
や
交
番
、
駐
在
所
な
ど
で
手
続
き

で
き
ま
す
。
必
要
書
類
な
ど
詳
し
く
は

酒
田
警
察
署 
☎
２
３
‐
０
１
１
０
へ
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

敷
金
／
家
賃
３
か
月
分

入
居
日
／
２
月
16
日
㈮

家
賃
／
収
入
に
よ
る

申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈭
～
10
日
㈬
に

申
込
書
を
市
役
所
５
階
建
築
課
公
営
住

宅
係
ま
た
は
各
総
合
支
所
建
設
産
業
課

へ
。
申
込
書
は
窓
口
で
記
入
し
、
そ
の

場
で
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す

◆
連
帯
保
証
人
（
市
内
在
住
）
２
人
が

必
要
で
す
。

◆
今
回
、
単
身
用
市
営
住
宅
の
募
集
は

あ
り
ま
せ
ん
。

問
市
建
築
課
公
営
住
宅
係

　

☎
２
６
‐
５
７
４
７

市
営
住
宅
等
入
居
者
募
集

資
格
／
本
市
在
住
か
本
市
に
勤
務
先
が

あ
り
、
市
税
な
ど
の
滞
納
が
な
く
、
現

在
同
居
ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す
る
親

族
が
い
て
、
収
入
が
公
営
住
宅
法
の
基

準
（
一
般
世
帯
15
万
８
千
円
以
下
、
高

齢
者
、
障
が
い
者
、
中
学
校
卒
業
前
の

子
ど
も
が
い
る
世
帯 
25
万
９
千
円
以

下
）
に
適
合
す
る
方

　

本
紙
平
成
29
年
11
月
１
日
号
で
は
、

山
形
県
と
の
国
保
の
共
同
運
営
が
平
成

30
年
４
月
か
ら
始
ま
る
こ
と
を
お
知
ら

せ
し
ま
し
た
。
山
形
県
は
安
定
的
な
財

政
運
営
の
確
保
な
ど
、
国
保
運
営
の
中

心
的
な
役
割
を
担
い
ま
す
。
一
方
、
本

市
で
は
引
き
続
き
、
国
保
加
入
者
の
皆

さ
ん
に
身
近
な
業
務
を
担
い
ま
す
。

　

次
回
３
月
１
日
号
で
は
、
国
保
加
入
者

に
関
わ
る
変
更
点
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

②
山
形
県
と
酒
田
市
の
役
割

国
保
制
度
改
革
の
お
知
ら
せ

問
市
国
保
年
金
課
国
保
係

　

☎
２
６
‐
５
７
２
７

●市営住宅

　収入月額が158,000円を超え259,000円以下の方を対象にしたファミリー向けの住宅です。

募集住宅 所在地 募集戸数 家賃（月額）
第二松境アパート

北千日町
2 11,400円～

松境北第二アパート 1 24,600円～
松境住宅�※ 1 25,900円～
住吉住宅（駐車場なし） 光ケ丘一丁目 1 　7,500円～
新橋二丁目第二アパート 新橋二丁目 1 　7,300円～
千日住宅（駐車場なし） 住吉町 1 　8,500円～
新橋五丁目住宅 新橋五丁目 1 　8,600円～
第五川南アパート 若宮町一丁目 1 14,500円～
若宮第三住宅 若宮町二丁目 1 15,300円～
光ケ丘第一・第二アパート 光ケ丘二丁目 2 11,500円～
富士見町第二アパート 富士見町一丁目 1 11,500円～
港南第一・第二アパート 入船町 2 14,400円～
大町第四・第六・第七アパート 東大町三丁目 4 17,600円～
旭新町第二アパート

旭新町
1 18,600円～

旭新町第四アパート※ 1 20,600円～
静ケ台第一・第二アパート 光ケ丘一丁目 2 20,700円～
小泉団地 小泉字道南 1 13,000円～
飛鳥第一団地 飛鳥字契約場 1 21,800円～
仁助新田団地 北俣字仁助新田 1 20,700円～

募集住宅 所在地 募集戸数 家賃（月額）
八森団地 市条字上川原 1 51,000円～
松山サンハウス 字山田 1 46,100円～

●公共賃貸住宅

※65歳以上の高齢者、要介護認定者、障がい者(身体障害者手帳1・2級、精神障害者保健
福祉手帳1級、療育手帳A)がいる世帯（単身不可）が対象です

加入・脱退の手続き

国保税率の決定、
課税・徴収

給付申請の手続き ●
酒
田
市
が
担
う
業
務健康保持・増進のための

保健事業
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 ● 市政ピックアップ

酒
田
市
文
化
芸
術
基
本
条
例（
案
）・

酒
田
市
文
化
芸
術
推
進
計
画（
案
）に
係

る
意
見
公
募（
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
）

問�

市
社
会
教
育
文
化
課
芸
術
文
化

係�

☎
２
４
‐
２
９
８
２

意
見
募
集
期
間
／
１
月
11
日
㈭
～
２
月

１
日
㈭

公
表
資
料
の
設
置
場
所
／
市
役
所
２
階

市
政
情
報
閲
覧
コ
ー
ナ
ー
、
６
階
社
会

教
育
文
化
課
、
希
望
ホ
ー
ル
、
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー

意
見
の
提
出
方
法
／
市
社
会
教
育
文

化
課
へ
直
接
ま
た
は
郵
送 

〒
９
９
８‐

８
５
４
０
（
住
所
不
要
）
酒
田
市
社

会
教
育
文
化
課 

FAX
２
３
‐
２
２
５
７ 

*art@
city.sakata.lg.jp

◆
詳
し
く
は
公
表
資
料
を
参
照
し
て
く

だ
さ
い
。
公
表
資
料
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
も
掲
載
し
ま
す
。

◆
寄
せ
ら
れ
た
意
見
は
、
市
の
考
え
と

共
に
後
日
公
表
し
ま
す
。
個
々
の
意
見

に
対
す
る
直
接
回
答
は
行
い
ま
せ
ん
。

問�
市
社
会
教
育
文
化
課
公
民
館
事

業
係�
☎
２
４
‐
２
９
９
３

人
生
の
新
た
な
一
歩
の
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン

平
成
30
年
成
人
式

日
時
／
１
月
７
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

（
受
け
付
け
は
０
時
30
分
～
１
時
20
分
）

場
所
／
希
望
ホ
ー
ル

売
却
物
品
／
上
表
の
と
お
り

入
札
期
間
／
２
月
19
日
㈪
午
後
１
時
～

26
日
㈪
午
後
１
時

開
札
／
２
月
26
日
㈪
午
後
５
時
以
降

物
品
公
開
日
時
／
２
月
８
日
㈭
、
９
日

㈮
午
前
９
時
～
午
後
４
時

物
品
公
開
申
し
込
み
／
２
月
５
日
㈪
正

午
ま
で
市
契
約
検
査
課
へ 

☎
２
６
‐５

７
０
８

◆
詳
し
く
は
同
係
へ
問
い
合
わ
せ
る
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
政
策
推
進
課
地
方
創
生
推
進
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
４

山
形
県
若
者
定
着
奨
学
金

返
還
支
援
制
度

　

若
者
の
定
着
・
回
帰
を
促
進
す
る
た

め
、
山
形
県
と
連
携
し
て
、
奨
学
金
の

貸
与
を
受
け
る
大
学
生
な
ど
を
対
象
に
、

奨
学
金
の
返
還
を
支
援
し
ま
す
。

対
象
／
本
市
在
住
の
高
校
３
年
生
お
よ

び
本
市
出
身
の
大
学
生
な
ど

要
件
／
大
学
な
ど
卒
業
後
の
本
市
へ
の

居
住
や
就
業
な
ど

定
員
／
若
干
名
（
抽
選
に
よ
る
）

申
し
込
み
／
２
月
20
日
㈫
ま
で
市
政
策

推
進
課
地
方
創
生
推
進
係
へ 

☎
２
６

‐５
７
０
４

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

す
る
か
、
出
身
高
等
学
校
も
し
く
は
同

係
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

問
契
約
検
査
課
契
約
検
査
係

　

☎
２
６
‐
５
７
０
８

公
用
車
を
売
却
し
ま
す

　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利

用
し
た
一
般
競
争
入
札
で
す
。

参
加
申
し
込
み
／
１
月
15
日
㈪
午
後
１

時
～
２
月
２
日
㈮
午
後
２
時
に
ヤ
フ
ー

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
へ

【物品公開場所】�ア／平田総合支所（酒田市飛鳥字契約場30）�イ／酒田市防災・災害対策車輌保安施設（酒田市浜松町77‐1）
◆走行距離は、平成29年11月30日現在のものです。
◆最低売却価格には、消費税および地方消費税を含みません。契約金額は、入札金額に消費税、地方消費税およびリサイクル料金
預託金を加算した金額となります。

番号 車名 初度登録
年月

走行距離
（㎞）

排気量
（㏄） 車検有効期限 最低売却

価格（円）
リサイクル
料金（円） 備考

物品
公開
場所

1 ダイハツ
ハイゼット

平成9年
10月 579 650 車検切れ 2,000 3,290

消防小型
ポンプ積
載車

ア

2 ダイハツ
ハイゼット

平成9年
2月 7,741 650 一時抹消登録予定（平成31年2月8日） 2,000 3,920 ア

3 ダイハツ
ハイゼット

平成10年
1月 15,356 650 一時抹消登録予定（平成30年1月18日） 2,000 3,820 ア

4 いすゞ
フォワード

平成6年
11月 53,628 7,120 車検切れ 30,000 6,960 道路作業車 イ

5 小松
510改

昭和54年
11月 23,236 4,320 車検切れ 700,000 0 ショベルローダ イ

対
象
／
本
市
在
住
ま
た
は
本
市
出
身
の

平
成
９
年
４
月
２
日
～
平
成
10
年
４
月

１
日
生
ま
れ
の
方　

持
ち
物
／
案
内
は
が
き
（
当
日
忘
れ
た

方
や
、な
く
し
た
方
も
入
場
で
き
ま
す
）

◆
式
典
開
始
前
に
会
場
を
閉
じ
ま
す
の

で
、
午
後
１
時
20
分
ま
で
に
入
場
し
て

く
だ
さ
い
。

◆
市
役
所
東
側
駐
車
場
は
新
成
人
の
降

車
場
所
に
な
る
た
め
、
式
典
開
始
前
は

駐
車
を
一
部
制
限
し
ま
す
。
開
始
後
は

待
ち
合
わ
せ
の
駐
車
場
と
し
て
利
用
で

き
ま
す
。

◆
乗
り
合
わ
せ
の
来
場
に
協
力
し
て
く

だ
さ
い
。
駐
車
場
は
希
望
ホ
ー
ル
立
体

駐
車
場
、
中
町
パ
ー
キ
ン
グ
、
中
町
第

２
パ
ー
キ
ン
グ
日
和
、
市
営
地
下
駐
車

場
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。
受
付
で
駐

車
券
を
渡
し
ま
す
。

◆
会
場
付
近
の
道
路
は
非
常
に
混
み
合

い
ま
す
。
時
間
に
余
裕
を
持
っ
て
来
場

し
、
係
員
の
指
示
に
従
っ
て
く
だ
さ
い
。

工事中

東側駐車場

希望ホール
若葉旅館

市役所

       ：新成人
乗降場所

希望ホール
立体駐車場

希望ホール
立体駐車場

●成人式会場付近案内図
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お知らせいろいろ月1
Sakata nformation

問�

市
国
保
年
金
課
国
民
年
金
係�

☎
２
６‐５
７
２
８
、各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
、

鶴
岡
年
金
事
務
所�

☎
０
２
３
５‐
２
３‐５
０
４
０

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

災害廃棄物の処理に関する測定結果 問市環境衛生課管理係�☎31‐0933

　市では、平成24年12月28日をもって災害廃棄物の受け入れを終了しま
したが、酒田地区広域行政組合最終処分場（埋立地）および周辺地域にお
ける放射線量などの測定を継続し、安全性を確認しています。測定結果
は下表の通りです。この結果は、市ホームページでも公表しています。

1．最終処分場における測定結果
⑴地下水、放流水の放射性物質濃度� 単位：ベクレル／リットル

2．最終処分場周辺地域における測定結果
空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

月日 試料名 セシウム134 セシウム137 合計 基準値※1

12／6

地下水上流 不検出 不検出 不検出
（セシウム134濃度÷60）
＋（セシウム137濃度÷90）≦1

地下水下流 不検出 不検出 不検出

放流水 不検出 不検出 不検出

⑵空間放射線量率� 単位：マイクロシーベルト／時間

測定地点（高さ1㍍） 11／22 12／7 12／21 基準値※1

大平公会堂 0.04 0.04 0.04 0.19以下

※1�基準値／「災害廃棄物
等の山形県内への受け入れ
に関する基本的な考え方」
に示されている値
※2�バックグラウンド／自
然放射線量を示し、敷地内
で災害廃棄物の影響を受け
ない十分に離れた地点

測定地点（高さ1㍍） 11／27 12／4 12／11 12／18 基準値※1

敷地境界（4地点） 0.03～
0.04

0.03～
0.04

0.04～
0.05

0.04～
0.05 0.19以下

バックグラウンド※2 0.04 0.04 0.05 0.05

　

国
民
年
金
は
、
年
を
取
っ
た
と
き
や

い
ざ
と
い
う
と
き
の
生
活
を
、
現
役
世

代
み
ん
な
で
支
え
よ
う
と
い
う
考
え
で

作
ら
れ
た
仕
組
み

で
す
。

　

20
歳
以
上
60
歳

未
満
の
日
本
国
内

に
住
ん
で
い
る
方

は
、
国
民
年
金
に

加
入
す
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ 

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
は

　

 

い
つ
、
ど
こ
で
す
る
の
？

Ａ�

20
歳
に
な
っ
た
ら
、
市
役
所
の
国

保
年
金
課
窓
口
で
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
︵
郵
送
可
︶。
手
続
き
終
了
後
、

年
金
手
帳
が
届
き
ま
す
。

◆
20
歳
に
な
っ
た
時
点
で
厚
生
年
金
に

加
入
し
て
い
る
方
は
手
続
き
不
要
で
す
。

◆
厚
生
年
金
に
加
入
し
て
い
る
配
偶
者

に
扶
養
さ
れ
て
い
る
方
は
、
配
偶
者
の

会
社
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

Ｑ 

将
来
、
年
金
は
本
当
に

　

 

も
ら
え
る
の
？

Ａ�

は
い
。
将
来
に
わ
た
っ
て
、
持
続
的

で
安
心
で
き
る
制
度
と
す
る
た
め
の
年

金
財
政
の
仕
組
み
が
導
入
さ
れ
て
い
ま

す
。
20
歳
か
ら
60
歳
ま
で
の
40
年
間
保

険
料
を
納
め
る
と
、
満
額
の
老
齢
基
礎

年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す︵
平

成
29
年
度
は
年
額
77
万
９
千
３
０
０
円
︶。

Ｑ 

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

Ａ�

月
額
１
万
６
千
４
９
０
円
︵
平
成

29
年
度
︶
で
す
。
後
日
届
く
納
付
書
で
、

金
融
機
関
や
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア

で
納
め
て
く
だ
さ
い
。
保
険
料
は
現
金

の
ほ
か
、口
座
振
替
、ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー

ド
、
電
子
納
付
も
で
き
ま
す
。

Ｑ 

保
険
料
を
安
く
す
る
方
法
は

　

 

な
い
の
？

Ａ�

あ
り
ま
す
。
前
納
制
度
︵
保
険
料

を
早
め
に
納
め
る
こ
と
︶
を
利
用
す
る

と
、
保
険
料
が
割
引
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

年
金
額
を
お
得
に
増
や
す
に
は
？

Ａ�

保
険
料
に
加
え
て
月
額
４
０
０
円

の
付
加
保
険
料
を
納
め
る
と
、
老
齢
基

礎
年
金
と
あ
わ
せ
て
付
加
年
金
を
受
け

取
る
こ
と
が
で
き
ま
す
︵
申
し
込
み
が

必
要
︶。

Ｑ 

保
険
料
を
納
め
た
ら

　

 

税
金
が
安
く
な
る
の
？

Ａ�

は
い
。
保
険
料
と
付
加
保
険
料
が

社
会
保
険
料
控
除
の
対
象
に
な
り
ま
す
。

Ｑ 

毎
月
１
万
６
千
４
９
０
円
は

　

 

払
え
な
い
。
ど
う
す
れ
ば
い
い
の
？

Ａ�

国
民
年
金
保
険
料
を
納
め
る
こ
と

が
経
済
的
に
困
難
な
場
合
に
は
、
学
生

納
付
特
例
制
度
や
免
除
・
納
付
猶
予
制

度
を
利
用
で
き
ま
す
。

◆
保
険
料
を
未
納
の
ま
ま
放
置
す
る
と
、

老
後
の
年
金
を
受
け
取
れ
な
く
な
っ
た

り
、
不
慮
の
事
故
な
ど
に
よ
り
障
が
い

が
残
っ
て
し
ま
っ
た
と
き
に
障
害
基
礎

年
金
を
受
け
取
れ
な
か
っ
た
り
す
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

Ｑ 

年
金
は
、
年
を
と
っ
て
か
ら
の

　

 

保
障
だ
け
な
の
？

Ａ�

障
害
基
礎
年
金
や
遺
族
基
礎
年
金

な
ど
、
障
が
い
や
遺
族
に
対
す
る
保
障

も
あ
り
ま
す
。

◆
そ
れ
ぞ
れ
の
年
金
を
受
け
取
る
た
め

に
は
、
一
定
の
保
険
料
納
付
要
件
を
満

た
す
こ
と
が
必
要
で
す
。

◆
20
歳
に
な
る
前
の
病
気
や
ケ
ガ
で
一

定
の
障
が
い
の
状
態
に
あ
る
場
合
は
、

20
歳
に
な
っ
た
と
き
な
ど
か
ら
障
害
基

礎
年
金
を
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
ま
す

（
請
求
手
続
き
が
必
要
）。
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 ● 市政ピックアップ

＊
席
題
の
部
︵
鰯
い
わ
し
ぐ
も雲、

刈か
り

田た

、
木こ

の
実み

︶

狛
犬
の
前
に
後
に
木
の
実
降
る 

 
�

白
旗
い
ち
こ

南
洲
碑
刻こ
く

字じ

太ふ
と

太ぶ
と

大
刈
田

�

進
藤　

郁
子

鰯
雲
人
生
百
年
し
か
と
立
つ 

 
�

進
藤
し
げ
き

木
の
実
落
つ
山さ
ん

容よ
う

日
毎
ひ
き
し
ま
る

�

戸
田　

す
み

日
の
傾か
し

ぎ
刈
田
斜
め
に
行
く
農
夫 

 
�

佐
藤
ひ
と
み

農
を
去
る
人
手
に
渡
る
刈
田
な
り 

 
�

堀　
　

健
悦

肩
を
打
つ
木
の
実
に
と
ぎ
る
立
ち
話 

 
�

工
藤
千
江
子

眠
る
子
の
ポ
ケ
ッ
ト
ふ
く
ら
む
木
の
実
か
な

 

佐
藤　

喜
久

刈
田
跡
車
座
に
な
る
握
り
飯 

 
�

石
川　

幸
子

小ち

さ
き
手
に
木
の
実
隠
し
て
行
く
歯
医
者

�

須
階　

米
子

た
ち
ま
ち
に
空
の
カ
ー
テ
ン
鰯
雲

�

木
崎　

幸
子

ぶ
き
つ
ち
よ
に
ナ
イ
フ
使
う
子
木
の
実
独こ

楽ま

�

藤
丸　

美
生

木
の
実
割
る
烏か
ら
すの
芸
に
佇
ず
み
ぬ

�

斎
藤　

富
雄

清
々
し
農
夫
の
笑
顔
刈
田
行
く 

 
 

幅
屋
不
二
子

鳥て
う
か
い
海
山
の
ふ
も
と
に
色
紙
め
く
刈か
っ

田た

�

舟
越
と
み
子 

＊
兼
題
の
部

ど
の
路
を
曲
る
も
月
の
港
町 

 
�

鈴
木　

幸
子

弥み

陀だ

原は
ら

の
池ち

塘と
う

の
底
の
天
高
し

�

菊
地　

秀
雄

水
を
裂
き
背せ

鰭び
れ

突
き
出
し
鮭
の
ぼ
る

�

加
藤　
　

悟

四あ
ず

阿ま
や

に
杖
を
休
め
て
虫
を
聴
く

�

相
馬　

勝
子

齢
と
は
寂
し
き
も
の
よ
秋
日
差
す

�

冨
樫　

信
子

秋
刀
魚
揚あ

ぐ
い
づ
こ
の
海
の
眼
の
色
ぞ

�

阿
部　

香
千

大
空
を
踏
み
外
し
た
る
流
れ
星 

 
�

斎
藤　

芳
男

「
田
舎
好
き
」
子
の
し
み
じ
み
と
星
月
夜

�

青
葉　

信
子

猫
じ
や
ら
し
ラ
ン
ド
セ
ル
よ
り
は
み
出
し
て

�

鈴
木　

陽
子

爽
や
か
な
眼
差
し
添
へ
て
稚
魚
放
つ 

 
�

菅
原
智
惠
子

過
ぎ
し
日
を
夫
と
語
り
て
月
見
酒

�

豊
岡　

紘
子

頑
固
一
徹
貫
く
父
へ
小
鳥
来
る 

 
 

白
畑　

広
子

御
朱
印
帳
墨
あ
ざ
や
か
や
秋
の
峰

�

武
長
世
以
子

鈴
虫
や
そ
の
音
は
ど
こ
を
押
せ
ば
鳴
る

�

池
田　

秀
子

梵
鐘
や
僧
の
衣
に
秋
の
風 

 
�

相
馬　

孝
子

＊
入
選
歌

遺
伝
子
の
欠
片
を
見
つ
け
遠
き
日
の
吾
子
重
ね

つ
つ
み
ど
り
ご
を
抱
く�

榎
本
久
美
子

抗
へ
ぬ
介
護
の
日
々
に
身
を
置
き
て
友
は
哀
し

み
の
瞳
に
笑
ま
ふ�

大
橋　

敏
子

喜
寿
わ
れ
の
ピ
ア
ノ
独
習
同
じ
曲
昨
日
も
今
日

も
た
ぶ
ん
明
日
も�

今
井　

喜
代

能
舞
台
「
屋
島
」
に
夕
日
さ
し
そ
め
て
舞
ふ
義

経
の
面お
も
て赤

ら
む�

小
松
ノ
リ
子

囚
人
の
習
作
備
前
の
マ
グ
カ
ッ
プ
光
の
深
き
ひ

と
つ
を
求
む 

富
樫
八
重
美

ヤ
ブ
ガ
ラ
シ
汝
と
の
闘
ひ
始
ま
れ
り
土
用
の
午

後
の
草
叢
の
な
か�

菅
原　
　

功

亡
き
母
の
装
う
姿
を
そ
れ
ぞ
れ
の
着
物
に
偲
び

処
分
た
め
ら
う�

松
田
た
つ
子

片
足
を
上
げ
て
は
下
ろ
し
ま
た
上
げ
て
一
升
餅

背
に
孫
第
一
歩�

長
濱　

禮
子

夕
庭
に
ま
だ
鳴
き
足
り
ぬ
蝉
の
声
木
槿
は
白
く

暮
れ
残
り
た
り�

大
内　

志
津

長
崎
の
被
爆
マ
リ
ア
は
漆
黒
の
眼
窩
に
深
き
絶

望
詰
め
て 

高
橋　

哲
美

俳
句

短
歌

第61回酒田市民芸術祭
酒田市民短歌大会・酒田市民俳句大会 秀作作品
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情
報
ボ
ッ
ク
ス

お知らせいろいろ月1
Sakata nformation

募

集

ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
筋
力
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
器
具
利
用
講
習
会

日
時
／
２
月
６
日
㈫
午
後
７
時
～
９
時
、

７
日
㈬
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
ひ

ら
た
タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
／
高
校
生

以
上
▼
定
員
／
各
日
先
着
20
人
▼
持
ち

物
／
筆
記
用
具
、
内
ズ
ッ
ク
▼
費
用
／

５
１
０
円
▼
申
し
込
み
／
開
催
日
前
日

ま
で
電
話
で
平
田
総
合
支
所
地
域
振
興

課
健
康
福
祉
係
へ 

☎
５
２
‐３
９
１
１

◆
メ
ー
ル
で
の
申
し
込
み
は
不
可
。

◆
公
売
下
見
会
は
行
い
ま
せ
ん
。

◆
入
札
に
参
加
す
る
場
合
は
、
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
「
公
売
・
売
却
」
に
掲
載
の

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

な
ど
を
確
認
の
上
、
手
続
き
し
て
く
だ

さ
い
。

問
市
納
税
課
滞
納
整
理
室 

☎
２
６
‐
６

２
７
５

新
し
い
民
生
委
員
・
児
童
委
員

問
市
福
祉
課
地
域
福
祉
係 

☎
２
６
‐
５

７
３
１

浜
田
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を

一
時
閉
鎖
し
ま
す

　

老
朽
化
に
伴
う
改
築
工
事
期
間
中
は
、

浜
田
資
源
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
以
外
の
資
源

ス
テ
ー
シ
ョ
ン
を
利
用
し
て
く
だ
さ
い
。

期
間
／
１
月
10
日
㈬
～
31
日
㈬

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１
‐
０

９
３
３ 氏

名

担
当
区
域

電
話

高
岡
眞
理
子

船
場
町
二
丁
目
１
番
31

号
、３
番
１
～
25
号
、50

号
、中
町
二
丁
目
６
番
９

～
29
号
、中
町
三
丁
目
６

番
、７
番
９
～
18
号
、本
町

三
丁
目
６
番
１
～
４
号
、

21（
西
側
）～
40
号
、７
番

12
～
28
号
、８
番
10
～
24

号
、９
～
10
番
、11
番
１
～

24
号
、27
～
40
号

24‐9125

鈴
木
善
秋

旭
新
町
２
～
12
番

23‐0666

の
変
更

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
都
市
デ
ザ
イ
ン
課
都
市
計
画
係　

☎
２
６
‐
５
７
４
６

平
成
31
年
１
月
４
日
～
20
日
の

出
羽
遊
心
館
の
使
用
申
請

　

例
年
利
用
希
望
が
集
中
す
る
た
め
抽

選
で
受
け
付
け
し
ま
す
。

対
象
日
／
平
成
31
年
１
月
４
日
㈮
～
20

日
㈰
▼
申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈭
～
16

日
㈫
の
午
前
９
時
～
午
後
４
時
に
出
羽

遊
心
館
へ

◆
抽
選
は
１
月
18
日
㈭
午
後
２
時
～
出

羽
遊
心
館
で
行
い
ま
す
。
申
し
込
み
が

重
複
す
る
団
体
は
立
ち
会
い
が
必
要
で

す
。

問
出
羽
遊
心
館 

☎
３
１
‐
３
７
３
７
、

市
社
会
教
育
文
化
課
社
会
教
育
係 

☎

２
４
‐
２
９
９
２

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
行
い
ま
す

　

市
税
滞
納
整
理
の
た
め
、
差
し
押
さ

え
た
財
産
を
公
売
し
ま
す
。
ヤ
フ
ー
・

官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
を
利
用
し
た
競

り
売
り
で
す
。

公
売
財
産
／
貴
金
属
な
ど
▼
入
札
期
間

／
１
月
30
日
㈫
午
後
１
時
～
２
月
１
日

㈭
午
後
11
時
▼
公
売
参
加
申
込
期
間
／

１
月
10
日
㈬
午
後
１
時
～
23
日
㈫
午
後

11
時

お

知

ら

せ

資
源
回
収
団
体
に
報
奨
金
を

交
付
し
ま
す

対
象
／
資
源
再
利
用
運
動
事
業
等
実
施

要
綱
に
よ
る
登
録
を
受
け
て
、
資
源
回

収
を
実
施
し
た
団
体
▼
交
付
額
／
回
収

量
に
応
じ
て
▼
申
し
込
み
／
１
月
12
日

㈮
ま
で
に
後
期（
７
月
～
12
月
回
収
分
）

の
実
績
報
告
書
、
数
量
内
訳
報
告
書
な

ど
を
市
環
境
衛
生
課（
広
栄
町
三
丁
目
）

ま
た
は
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課
へ

問
市
環
境
衛
生
課
管
理
係 

☎
３
１
‐
０

９
３
３

償
却
資
産
の
申
告
は
お
早
め
に

　

１
月
１
日
現
在
で
本
市
に
事
業
用
資

産
（
償
却
資
産
）
を
所
有
し
て
い
る
方

は
、
１
月
19
日
㈮
ま
で
に
市
役
所
２
階

税
務
課
償
却
資
産
係
へ
申
告
書
を
提
出

し
て
く
だ
さ
い
。
事
務
処
理
手
続
き
に

時
間
を
要
す
る
た
め
早
め
の
提
出
に
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
市
税
務
課
償
却
資
産
係 

☎
２
６
‐
５

７
１
７

酒
田
都
市
計
画
変
更
案
の
説
明
会

日
時
／
１
月
15
日
㈪
午
後
７
時
～
▼
場

所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼
対
象
地
区

／
中
町
二
丁
目
地
区（
酒
田
産
業
会
館
）

▼
内
容
／
第
一
種
市
街
地
再
開
発
事
業

市営駐車場のご案内
駐車料金（1時間）／220円

【中央地下駐車場】
開設時間／午前7時30分～午後9時30分
◆夜間料金（21:00～8:00）は760円。

【中町にぎわい健康プラザ駐車場】
開設時間／24時間
◆夜間料金（20:00～8:00）は上限500円。
◆場所など詳しくは市ホームページを参照
してください。 ▲市ホームページQRコード
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大
根
ビ
ー
チ
フ
ラ
ッ
グ
な
ど
▼
費
用
／

子
ど
も
５
０
０
円
、
大
人
１
千
円
▼
申

し
込
み
／
１
月
19
日
㈮
午
後
５
時
ま
で

八
幡
総
合
支
所
地
域
振
興
課
地
域
振
興

係
へ 

☎
６
４
‐３
１
１
１

上
級
救
命
講
習
会
参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
18
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
▼
場
所
／
ひ
ら
た
タ
ウ
ン
セ

ン
タ
ー
▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
定
員

／
先
着
30
人
▼
内
容
／
心
肺
蘇
生
法
、

大
出
血
時
の
止
血
法
、
窒
息
時
の
対
応
、

Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の

使
い
方
な
ど
▼
講
師
／
応
急
手
当
指
導

員
▼
持
ち
物
／
筆
記
用
具
、
動
き
や
す

い
服
装
▼
費
用
／
７
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
、
教
材
費
）
▼
申
し
込
み
／
２
月

５
日
㈪
ま
で
申
込
書
を
酒
田
地
区
広
域

行
政
組
合
消
防
署 

☎
２
３
‐
３
１
３
１

ま
た
は
最
寄
り
の
消
防
署
へ

◆
申
込
書
は
酒
田
地
区
広
域
行
政
組
合

消
防
署
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
で
き
る
ほ
か
、
最
寄
り
の
消
防

署
に
あ
り
ま
す
。

◆
講
習
終
了
後
、
上
級
救
命
講
習
修
了

証
を
交
付
し
ま
す
。

別
途
）
▼
申
し
込
み
／
１
月
５
日
㈮
～

希
望
す
る
教
室
名
、
氏
名
、
年
齢
（
学

年
）、
電
話
番
号
を
松
山
ス
キ
ー
場
へ　

☎
６
２
‐
２
０
２
０ 

FAX
６
２
‐
２
７
９

２
（
平
日
午
前
10
時
～
午
後
６
時
）

◆
全
日
程
参
加
で
き
な
い
方
も
参
加
可
。

◆
レ
ン
タ
ル
ス
キ
ー
も
あ
り
ま
す
。

第
58
回
酒
田
市
教
育
委
員
会

科
学
賞
作
品
募
集

対
象
／
16
歳
～
18
歳
の
方
お
よ
び
市
内

高
校
に
在
籍
す
る
生
徒
の
科
学
的
な
研

究
物
▼
申
し
込
み
／
１
月
11
日
㈭
午
後

４
時
ま
で
〒
９
９
８
‐
８
５
４
０
（
住

所
不
要
）
酒
田
市
教
育
委
員
会
学
校
教

育
課
へ
持
参
ま
た
は
郵
送

問
市
学
校
教
育
課
指
導
係 

☎
２
６
‐
５

７
７
５

鳥
海
山
・
飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
特
別
企
画

大
沢
雪
ま
み
れ
＆
ス
ペ
シ
ャ
ル
鍋

を
楽
し
む
会
参
加
者
募
集

　

雪
遊
び
の
達
人
た
ち
と
一
緒
に
雪
ま

み
れ
で
遊
ん
だ
後
は
、
地
元
食
材
の
ス

ペ
シ
ャ
ル
鍋
で
暖
ま
り
ま
せ
ん
か
？
雪

の
不
思
議
を
学
ぶ
ミ
ニ
講
座
も
開
催
し

ま
す
。

日
時
／
２
月
４
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～

午
後
１
時
30
分（
受
け
付
け
は
９
時
～
）

▼
場
所
／
大
沢
コ
ミ
セ
ン
▼
対
象
／
親

子
▼
定
員
／
15
組
（
30
人
程
度
）
▼
内

容
／
か
ん
じ
き
レ
ー
ス
、
雪
中
宝
探
し
、

平
成
30
年
度
山
形
県
み
ど
り
豊
か
な

森
林
環
境
づ
く
り
推
進
事
業
募
集

募
集
期
間
／
１
月
９
日
㈫
～
２
月
８
日
㈭

◆
応
募
方
法
な
ど
詳
し
く
は
市
農
林
水

産
課
水
産
林
務
係 

☎
２
６
‐５
７
５
３

ま
た
は
庄
内
総
合
支
庁
森
林
整
備
課
森

づ
く
り
推
進
室 

☎
０
２
３
５
‐
６
６
‐

５
５
２
４
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◆
平
成
30
年
度
の
予
算
が
成
立
し
た
場

合
に
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

松
山
ス
キ
ー
場
市
民
ス
キ
ー
教
室

参
加
者
募
集

場
所
／
松
山
ス
キ
ー
場
▼
講
師
／
全
日

本
ス
キ
ー
連
盟
公
認
指
導
員
▼
費
用
／

１
回
３
０
０
円
（
保
険
料
。
リ
フ
ト
代

教室名 日時 対象／定員 内容

小学生スキー教室
◦低学年コース
◦中学年コース
◦高学年コース

1／14㈰、21㈰、28
㈰
2／18㈰、25㈰
午前10時～正午

（全5回）

小学生
各先着20人

初歩的な滑
り方から基
本的なパラ
レルターン
まで

一般スキー教室
1／21㈰、28㈰午前
10時～正午

（全2回）

中学生以上
先着20人 初めての方

からレベル
に合わせた
基本的な滑
走指導シニアスキー教室

1／22㈪、29㈪午後
1時30分～3時30分

（全2回）

60歳以上
先着20人

介
護
の
悩
み
や
思
い
を
語
り
合
う

﹁
認
知
症
カ
フ
ェ
﹂参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
25
日
㈭
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
中
町
に
ぎ
わ
い
健
康
プ

ラ
ザ
▼
対
象
／
認
知
症
の
方
お
よ
び
介

護
者
（
介
護
者
の
み
の
参
加
も
可
）
▼

内
容
／
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
茶
話
会

▼
費
用
／
２
０
０
円
（
茶
菓
子
代
）
▼

申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

◆
同
会
場
の
駐
車
場
を
利
用
し
た
方
に

は
無
料
駐
車
券
を
発
行
し
ま
す
。

◆
車
い
す
で
の
参
加
も
可
。

問
市
介
護
保
険
課
予
防
支
援
係 
☎
２

６
‐
５
７
５
５

野
菜
嫌
い
を
克
服
す
る
レ
シ
ピ

受
講
者
募
集

　

野
菜
が
苦
手
な
子
ど
も
た
ち
に
、
お

い
し
く
野
菜
を
食
べ
て
も
ら
う
た
め
の

野
菜
料
理
の
講
座
で
す
。

日
時
／
２
月
17
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
総
合
文
化
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
小
中
学
生
の
保
護
者
▼
定
員
／

先
着
20
人
▼
内
容
／
野
菜
料
理
の
調
理

実
習
▼
講
師
／
野
菜
ソ
ム
リ
エ 

鐙
谷

貴
子
氏
▼
費
用
／
７
０
０
円
（
材
料

代
）
▼
申
し
込
み
／
１
月
11
日
㈭
午
前

10
時
～
費
用
を
添
え
て
、
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
内
、
市
社
会
教
育
文
化
課
公
民

館
事
業
係
へ 

☎
２
４
‐
２
９
９
３
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対
象
／
本
市
、
遊
佐
町
、
庄
内
町
、
三

川
町
在
住
の
小
学
３
年
生
～
６
年
生
▼

定
員
／
先
着
20
人
▼
内
容
／
い
ろ
い
ろ

な
雪
あ
そ
び
・
調
理
実
習
な
ど
▼
費
用

／
２
千
５
０
０
円
（
調
理
材
料
費
、
保

険
料
）
▼
申
し
込
み
／
１
月
11
日
㈭
午

前
10
時
～
費
用
を
添
え
て
総
合
文
化
セ

ン
タ
ー
事
務
室
窓
口
へ
（
電
話
申
し
込

み
不
可
）

問
市
社
会
教
育
文
化
課
公
民
館
事
業
係 

☎
２
４
‐
２
９
９
３

イ

ベ

ン

ト

平
成
29
年
度
庄
内
地
域
男
女
共
同

参
画
講
座 

堀
込
泰
三
講
演
会

日
時
／
２
月
10
日
㈯
午
後
1
時
30
分
～

３
時
（
１
時
開
場
）
▼
場
所
／
響
ホ
ー

ル
（
庄
内
町
）
▼
内
容
／
パ
パ
を
楽
し

む
コ
ツ
！
―
み
ん
な
で
子
育
て
を
考
え

よ
う
―
▼
講
師
／
在
宅
翻
訳
家
兼
子
育

て
主
夫 

堀
込
泰
三
氏
▼
費
用
／
無
料

（
要
入
場
整
理
券
）
▼
入
場
整
理
券
配

布
場
所
／
１
月
10
日
㈬
～
各
総
合
支
所
、

交
流
ひ
ろ
ば

問
市
男
女
共
同
参
画
推
進
セ
ン
タ
ー
・

ウ
ィ
ズ 

☎
２
６
‐
５
６
１
６

先
着
10
組
▼
内
容
／
女
性
農
業
者
団

体「
き
ら
き
ら
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
倶
楽
部
」

「
す
く
す
く
あ
ぐ
り
ネ
ッ
ト
」と
の
料

理・
昼
食
交
流
や
人
形
劇
な
ど
▼
費
用

／
１
組
５
０
０
円（
昼
食
代
）▼
申
し
込

み
／
１
月
５
日
㈮
～
11
日
㈭
に
市
農
政

課
総
合
農
政
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
９
２

冬
の
悠
々
の
杜
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
＆

温
泉
ツ
ア
ー
参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
28
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
２
時
▼
場
所
／
ア
イ
ア
イ
ひ
ら

た
（
山
楯
）
▼
対
象
／
小
学
生
以
上
で

体
力
に
自
信
の
あ
る
方
（
小
学
生
は
保

護
者
同
伴
）
▼
定
員
／
先
着
40
人
▼
内

容
／
悠
々
の
杜
周
辺
を
ト
レ
ッ
キ
ン

グ
（
約
５
キ
ロ
㍍
の
コ
ー
ス
）
し
た
後
、

ア
イ
ア
イ
ひ
ら
た
で
昼
食
と
入
浴
▼
持

ち
物
／
防
寒
着
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
（
貸

出
可
）、
ス
キ
ー
ス
ト
ッ
ク
（
貸
出
可
）

▼
費
用
／
中
学
生
以
上
１
千
５
０
０
円
、

小
学
生
１
千
円
（
昼
食
代
、
入
浴
代
、

保
険
料
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
１
月
４

日
㈭
～
18
日
㈭
に
平
田
総
合
支
所
建
設

産
業
課
産
業
係
へ 

☎
５
２
‐３
９
１
５

冬
あ
そ
び
お
泊
り
会

参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
３
日
㈯
午
前
９
時
～
４
日

㈰
午
前
11
時
（
１
泊
２
日
）
▼
場
所
／

ひ
ら
た
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
総
合
文

化
セ
ン
タ
ー
か
ら
バ
ス
送
迎
あ
り
）
▼

心
を
癒
す
ア
ロ
マ
の
世
界

P

パ

ー

ト

art

２
参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
10
日
㈯
午
後
２
時
～
５
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
20
代

～
30
代
の
独
身
男
女
▼
定
員
／
各
８

人
（
応
募
多
数
の
場
合
抽
選
）
▼
内
容

／
ジ
ェ
ル
ソ
ー
プ
作
り
▼
講
師
／
ア
ロ

マ
ハ
ウ
ス
香
恋 
小
林
幸
氏
▼
費
用
／

２
千
円
（
材
料
費
な
ど
）
▼
申
し
込
み

／
住
所
、
氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
） 

、
年
齢
、

携
帯
電
話
番
号
、
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

明
記
し
、
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー

へ 

*kekkon-sc@
city.sakata.lg.jp

◆
同
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
メ
ー
ル
を
受
信

で
き
る
よ
う
設
定
し
て
く
だ
さ
い
。

◆
参
加
決
定
後
の
キ
ャ
ン
セ
ル
は
、

キ
ャ
ン
セ
ル
料
が
発
生
し
ま
す
。

◆
詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
参
照

し
て
く
だ
さ
い
。

問
市
結
婚
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
（
交
流

ひ
ろ
ば
内
） 

☎
２
６
‐
５
６
１
２

畑
と
キ
ッ
チ
ン
の
交
流
会
パ
ー
ト
25

す
く
す
く
ア
グ
リ
キ
ッ
チ
ン
広
場

参
加
者
募
集

　

農
家
が
作
っ
た
ラ
ン
チ
を
囲
み
、
人

形
劇
を
通
し
て
、
一
緒
に
食
や
子
育
て

に
つ
い
て
語
り
合
い
ま
せ
ん
か
。

日
時
／
１
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
港
南
コ
ミ
セ
ン
▼
対
象

／
就
学
前
児
童
と
保
護
者
▼
定
員
／

親子で学ぶスマホとネットを
安心に使う本
鈴木朋子／著　坂元章／監修
技術評論社　

　スマートフォンやイン
ターネットを安全に使う
ために注意すべきポイン
トを、親子で学べる本。漫
画やイラストを交えなが
ら、スマートフォンとイ
ンターネットの基本、ト
ラブルから身を守る方法、
マナーなどについて解説
し、対応策を紹介します。

一般図書

さわれるまなべる
さむいくにのどうぶつ
エミリ・マロンダン／文
ジュリ・メルスィエ／絵　松永りえ／訳　
パイインターナショナル

さむいところにいる動物
たちは、どうやって暮らし
ているの？アザラシのあか
ちゃんの真っ白なやわらか
い毛や、ホッキョクグマの
ママのふさふさの毛をさ
わってみよう。子どもの好
奇心に答える、さわってま
なべるしかけ絵本。©ＴＲＣ

児童絵本

今すぐ読みたい！ 10代のための
YAブックガイド150! ２
金原端人／監修　ひこ・田中／監修
ポプラ社

　作家、書評家、書店員、
図書館司書…。27人の「本
のプロ」が選びぬいた、旬
のＹＡ（ヤングアダルト）
本を紹介するブックガイ
ド。小説、コミック、ノン
フィクションなど、さま
ざまなジャンルを取り上
げ、2017年刊行の最新の
本も掲載する。

中高生向け
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 ● 情報ボックス

相

談

日
弁
連
交
通
事
故
無
料
相
談

日
時
／
１
月
26
日
㈮
午
後
１
時
～
４
時

（
受
け
付
け
は
３
時
30
分
ま
で
）
▼
場

所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
相
談
員
／
新
井
野

裕
司
弁
護
士
（
示
談
、あ
っ
せ
ん
も
可
）

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
山
形
県
弁
護
士
会 

☎
０
２
３
‐
６
３

５
‐
３
６
４
８

や
さ
し
い
心
の
窓
を
開
く
相
談
会

︵
保
護
者
会
︶

日
時
／
１
月
25
日
㈭
午
後
６
時
30
分
～

８
時
30
分
▼
場
所
／
浜
田
コ
ミ
セ
ン
内

適
応
指
導
教
室
（
ふ
れ
あ
い
教
室
）
▼

対
象
／
不
登
校
・
不
登
校
傾
向
の
小
中

学
生
の
保
護
者
、
家
族
▼
内
容
／
参
加

者
全
員
で
の
話
し
合
い
▼
相
談
担
当
／

東
北
公
益
文
科
大
学
臨
床
心
理
士 

萱
場
る
み
氏
、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
、
教
育
相
談
専
門
員
、
教
育
委
員

会
指
導
主
事
▼
申
し
込
み
／
在
籍
す
る

学
校
ま
た
は
市
学
校
教
育
課
指
導
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
７
５

◆
個
別
相
談
は
教
育
相
談
室
で
対
応
し

て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
本
紙
23
㌻
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

酒
田
夢
の
倶
楽

﹁
華
の
館
﹂ 

☎
２
２
‐
１
２
２
３

◆
和
の
お
も
て
な
し
「
水
引
工
芸
展
」

［
２
月
12
日（
振
休
）ま
で
］

︻
常
設
︼
栄
華
を
誇
っ
た
本
間
家
の
「
亀

笠
鉾
」（
入
場
無
料
）

旧
鐙
屋

☎
２
２
‐
５
０
０
１

◆
昔
の
道
具
展［
２
月
12
日（
振
休
）ま

で
］山

王
く
ら
ぶ

☎
２
２
‐
０
１
４
６

︻
常
設
︼人
形
作
家 

辻
村
寿
三
郎
作「
さ

か
た
の
雛
あ
そ
び
」「
舞
妓
」

あ
い
お
い

工
藤
美
術
館 

☎
０
９
０
‐
２
８
４
６
‐
６
８
４
６

金
曜
～
日
曜
日
、
祝
日
開
館

◆
祝
の
美
術
─
か
ん
ざ
し
・
き
も
の
・

酒
器
・
人
形
─ 

［
１
月
５
日
㈮
～
28
日

㈰
］

︻
常
設
︼
庄
内
の
民
芸
品

光
丘
文
庫

中
町
庁
舎
５
階

☎
２
２
‐
０
５
５
１

土
曜
・
日
曜
日
、
祝
日
休
館

︻
常
設
︼
所
蔵
資
料
の
展
示

本
間
家
旧
本
邸

☎
２
２
‐
３
５
６
２

１
月
26
日
㈮
ま
で
休
邸

◆
本
間
焼
展
（
本
間
美
術
館
で
お
庭
焼

と
し
て
誕
生
し
た
楽
茶
碗
の
楽
し
み
、

ゆ
か
り
の
著
名
人
の
絵
皿
も
）［
１
月

27
日
㈯
～
２
月
下
旬
］

本
間
美
術
館

☎
２
４
‐
４
３
１
１

●
美
術
展
会
場

◆
知
れ
ば
こ
ん
な
に
お
も
し
ろ
い 

こ

も
ん
じ
ょ
入
門
！ 

［
１
月
11
日
㈭
～
２

月
19
日
㈪
］　

︻
特
別
講
師
に
よ
る
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ト
ー

ク
︼
日
時
／
１
月
21
日
㈰
午
後
２
時
～

●
清
遠
閣
会
場

◆
後
期
収
蔵
品
展 

漆
作
品
を
中
心
に　

［
１
月
11
日
㈭
～
２
月
19
日
㈪
］

ひ
ら
た

タ
ウ
ン
セ
ン
タ
ー
☎
５
２
‐
３
９
１
１

◆
佐
藤
光
治
作
品
展
［
４
月
30
日（
振

休
）ま
で
］

舞
娘
茶
屋 

雛
蔵
畫
廊

相
馬
樓

☎
２
１
‐
２
３
１
０

水
曜
日
休
館

︻
常
設
︼竹
久
夢
二
美
術
館
、新
田
嘉
一

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、現
代
雛

さ
か
た
街
な
か

キ
ャ
ン
パ
ス

☎
２
３
‐
１
９
１
１

水
曜
日
休
館

◆
第
２
回
「
写
美
」
写
真
展
［
１
月
５

日
㈮
～
15
日
㈪
ま
で
］

◆
平
成
29
年
度 

酒
田
西
高
等
学
校
芸

術
コ
ー
ス
（
美
術
・
書
道
選
択
生
）
修

了
作
品
展
［
１
月
19
日
㈮
～
28
日
㈰
］

展

示

　

年
末
年
始
の
休
館
は
、
各
施
設
に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

酒
田
市
立
資
料
館
☎
２
４
‐
６
５
４
４

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
第
２
０
４
回
企
画
展 

絵
と
写
真
で

つ
づ
る
酒
田
［
２
月
12
日（
振
休
）ま
で
］

酒
田
市
美
術
館

☎
３
１
‐
０
０
９
５

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）、

１
月
25
日
㈭
～
30
日
㈫
休
館

◆
酒
田
市
美
術
館
収
蔵
品
展
Ⅰ
［
１
月

４
日
㈭
～
24
日
㈬
］

︻
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー
︼

◆
酒
田
飽
海
地
区
子
ど
も
美
術
展
［
１

月
31
日
㈬
～
２
月
12
日（
振
休
）］

土
門
拳
記
念
館

☎
３
１
‐
０
０
２
８

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
歳
時
記
─
カ
レ
ン
ダ
ー
に
よ
せ
て
─ 

◆
ぼ
く
と
酒
田
［
４
月
15
日
㈰
ま
で
］

◆
荻
原
守
衛
［
３
月
２
日
㈮
ま
で
］

◆
１
月
４
日
㈭
～
８
日
㈷
に
土
門
拳
オ

リ
ジ
ナ
ル
グ
ッ
ズ
な
ど
が
当
た
る
お
と

し
玉
く
じ
を
毎
日
先
着
20
人
の
方
へ
実

施
し
ま
す
。

松
山
文
化
伝
承
館
☎
６
２
‐
２
６
３
２

月
曜
日（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

休
館

◆
松
山
文
化
伝
承
館
所
蔵
品 

江
戸
か

ら
明
治
に
か
け
て
―
松
山
藩
御
用
絵
師

と
人
気
浮
世
絵
師
か
ら
― 

◆
最
上
川

Ⅳ
［
２
月
12
日（
振
休
）ま
で
］
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せ
、
最
寄
り
の
駅
に
連
絡
す
る

問
山
形
県
踏
切
道
事
故
防
止
対
策
委
員

会
事
務
局 

☎
０
２
３
‐
６
３
０
‐
２
１

９
６氷

瀑
の
ジ
オ
サ
イ
ト
・
玉
簾
と﹁
滝

の
里
﹂冬
満
喫
体
験
参
加
者
募
集

日
時
／
２
月
４
日
㈰
午
前
８
時
30
分
～

午
後
３
時
30
分
▼
対
象
／
雪
道
を
歩
け

る
方
▼
定
員
／
20
人
▼
内
容
／
玉
簾
の

滝
の
散
策
と
里
山
の
昔
の
遊
び
体
験

▼
講
師
／
鳥
海
や
わ
た
イ
ン
タ
ー
プ
リ

タ
ー
協
会
▼
費
用
／
１
千
５
０
０
円

（
昼
食
代
な
ど
）
▼
申
し
込
み
／
１
月

28
日
㈰
ま
で
同
協
会
事
務
局
、
佐
々
木 

☎
０
９
０
‐
２
９
５
３
‐５
０
２
２

農
業
収
入
全
体
を
対
象
と
し
た

﹁
収
入
保
険
﹂が
始
ま
り
ま
す

　

収
入
保
険
は
青
色
申
告
を
行
う
農
業

者
を
対
象
と
し
、
農
業
者
が
生
産
す
る

全
て
の
農
作
物
を
対
象
品
目
に
、
農
業

収
入
の
減
少
を
補
償
す
る
制
度
で
す
。

◆
加
入
条
件
な
ど
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、

山
形
県
農
業
共
済
組
合
に
問
い
合
わ
せ

て
く
だ
さ
い
。

問
同
組
合（
Ｎ
Ｏ
Ｓ
Ａ
Ｉ
山
形
）庄
内
支

所 

☎
９
１
‐
１
５
５
５ 

*syounai@
yynosai.or.jp

場
を
設
置
し
て
い
ま
せ
ん
。

◆
申
告
書
作
成
会
場
の
混
雑
状
況
に

よ
っ
て
は
、
早
め
に
相
談
受
付
を
終
了

す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
酒
田
税
務
署 

☎
３
３
‐
１
４
５
０

（
代
表
）

踏
切
事
故
を
防
ぐ
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

●
踏
切
の
手
前
で
は
必
ず
一
旦
停
止
し
、

安
全
を
確
認
し
て
か
ら
渡
る

◦
冬
季
間
は
路
面
凍
結
に
よ
る
ス
リ
ッ

プ
に
備
え
、
踏
切
手
前
で
は
十
分
に
減

速
す
る

◦
誤
っ
て
線
路
に
進
入
し
な
い
よ
う
、

は
っ
き
り
確
認
し
て
か
ら
通
行
す
る

●
警
報
機
が
鳴
っ
た
ら
、
踏
切
内
へ
の

無
理
な
進
入
は
し
な
い

●
踏
切
の
中
に
閉
じ
込
め
ら
れ
た
場
合

は
、
そ
の
ま
ま
ゆ
っ
く
り
車
を
前
進
さ

せ
る
（
遮
断
棒
が
前
方
に
跳
ね
上
が
り

ま
す
）

●
脱
輪
な
ど
踏
切
内
で
動
け
な
く
な
っ

た
場
合
は
、
ま
ず
列
車
を
止
め
る

◦
非
常
ボ
タ
ン
が
あ
る
時
は
、
カ
バ
ー

の
上
か
ら
強
く
押
す
（
信
号
機
が
作
動

し
、
列
車
に
異
常
を
知
ら
せ
ま
す
）

◦
非
常
ボ
タ
ン
が
な
い
時
は
、
列
車
に

向
か
っ
て
大
き
く
手
を
振
る
な
ど
し
て

危
険
を
知
ら
せ
る
（
発
煙
筒
や
赤
色
の

物
を
使
用
す
る
と
効
果
的
）

◦
列
車
が
停
止
し
て
か
ら
付
近
の
人
の

協
力
を
得
て
車
を
踏
切
内
か
ら
脱
出
さ

の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
４
人
▼
内
容

／
離
婚
問
題
、
養
育
費
・
慰
謝
料
問
題

な
ど
（
申
込
時
に
相
談
の
概
要
と
住
所
、

氏
名
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
秘
密
は

厳
守
し
ま
す
）
▼
相
談
員
／
仲
野
純
一

弁
護
士
▼
申
し
込
み
／
１
月
４
日
㈭
～

９
日
㈫
に
電
話
で
市
子
育
て
支
援
課
家

庭
支
援
係
へ 

☎
２
６
‐５
７
３
４

さ

か

た

情

報

ひ

ろ

ば

◆
国
・
県
・
市
民
な
ど
か
ら
の
お
知
ら
せ
◆

ひ
と
り
親
家
庭
交
流
会

日
時
／
１
月
21
日
㈰
午
前
９
時
20
分
～

午
後
３
時
40
分
▼
集
合
／
酒
田
市
地
域

福
祉
セ
ン
タ
ー
（
新
橋
二
丁
目
）
▼
場

所
／
眺
海
の
森
さ
ん
さ
ん
▼
対
象
／
ひ

と
り
親
家
庭
の
親
子
（
子
ど
も
は
４
歳

～
小
学
６
年
生
）
▼
定
員
／
15
世
帯
程

度
▼
内
容
／
雪
遊
び
と
食
事
▼
費
用
／

無
料
▼
申
し
込
み
／
１
月
13
日
㈯
午
後

１
時
～
６
時
に
母
子
福
祉
ね
む
の
木
会

へ 

☎
２
３
‐５
７
６
５

申
告
書
作
成
会
場
を
開
設
し
ま
す

開
設
期
間
／
２
月
16
日
㈮
～
３
月
15
日

㈭
の
平
日
▼
開
設
時
間
／
午
前
９
時
～

午
後
５
時
（
受
け
付
け
は
午
後
４
時
ま

で
）
▼
開
設
場
所
／
酒
田
税
務
署
（
光

ケ
丘
二
丁
目
）

◆
会
場
開
設
期
間
前
は
申
告
書
作
成
会

無
料
法
律
相
談

日
時
／
１
月
23
日
㈫
午
後
４
時
～
７
時

▼
場
所
／
交
流
ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
、

三
川
町
、
庄
内
町
、
遊
佐
町
在
住
か
、

本
市
に
勤
務
先
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先

着
６
人
▼
内
容
／
法
律
に
関
す
る
相
談

（
本
人
の
こ
と
に
限
る
。
申
込
時
に
相

談
の
概
要
と
住
所
、
氏
名
を
お
知
ら
せ

く
だ
さ
い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
）
▼

相
談
員
／
渡
辺
倫
子
弁
護
士
▼
申
し
込

み
／
１
月
10
日
㈬
の
午
前
８
時
30
分
～

午
後
５
時
15
分
に
電
話
で
市
ま
ち
づ
く

り
推
進
課
市
民
相
談
室
へ 

☎
２
６
‐５

７
２
６

こ
こ
ろ
の
健
康
相
談

日
時
／
１
月
22
日
㈪
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
市
民
健
康
セ
ン
タ
ー
▼

対
象
／
眠
れ
な
い
、
気
分
が
ふ
さ
ぐ
、

人
と
会
い
た
く
な
い
な
ど
で
お
悩
み
の

本
市
在
住
の
方
と
そ
の
家
族
で
、
専
門

医
に
通
院
し
て
い
な
い
方
▼
定
員
／
先

着
２
人
▼
相
談
員
／
精
神
科
医
師
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
１
月
19
日
㈮

ま
で
市
健
康
課
健
康
係
へ 

☎
２
４
‐５

７
３
３

無
料
法
律
相
談

日
時
／
１
月
26
日
㈮
午
後
２
時
～
４

時
（
１
人
30
分
程
度
）
▼
場
所
／
交
流

ひ
ろ
ば
▼
対
象
／
本
市
在
住
か
勤
務
先
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す
ま
い
る
の
催
し

︻
す
ま
い
る
名
作
映
画
鑑
賞
会
︼
期
日
・

内
容
／
１
月
10
日
㈬
・「
男
た
ち
の

Ｙ
ヤ

マ

ト

Ａ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｏ
」、
17
日
㈬
・「
シ
ン

ド
ラ
ー
の
リ
ス
ト
（
洋
画
）」、
24
日

㈬
・「
お
と
う
と
」、
31
日
㈬
・「
パ
ピ

ヨ
ン
（
洋
画
）」
▼
時
間
／
午
後
１
時

30
分
～
▼
費
用
／
無
料 

︻
パ
ソ
コ
ン
教

室
１
月
生
募
集
︼
対
象
／
初
め
て
の
方
、

W

ウ
イ
ン
ド
ウ
ズ

indow
s10

を
学
び
た
い
方
▼
費
用
／

４
千
円
（
資
料
代
）
▼
申
し
込
み
／
カ

フ
ェ
す
ま
い
る
、
齋
藤 

☎
０
８
０
‐
３

５
２
６
‐６
１
４
７

問
す
ま
い
る 

☎
５
２
‐
３
１
３
０

小
学
３
年
生
以
下
の
３
ク
ラ
ス
▼
費
用

／
一
般
１
千
円
、
高
校
生
以
下
５
０
０

円
（
参
加
料
）
▼
申
し
込
み
／
当
日
会

場
へ

問
日
本
将
棋
連
盟
酒
田
荘
内
支
部
幹
事

長
、
澁
谷 

☎
０
９
０
‐
８
７
８
７
‐
６

３
０
９

ま
ち
か
ど
健
康
チ
ェ
ッ
ク

日
時
・
場
所
／
１
月
10
日
㈬
午
前
10
時

～
11
時
・
に
ぎ
わ
い
健
康
プ
ラ
ザ
、
24

日
㈬
午
後
２
時
～
３
時
・ 

か
ん
ぽ
の
宿

▼
対
象
／
ど
な
た
で
も
▼
内
容
／
血
圧
、

体
脂
肪
・
内
臓
脂
肪
、
血
管
年
齢
の
測

定
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
当
日

会
場
へ

問
本
間
病
院
友
の
会 

☎
２
６‐
６
６
３
１

K

キ

ン

ボ

ウ

IN
B

O
W

 

ふ
ゆ
フ
ェ
ス
タ

日
時
／
１
月
20
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～

午
後
２
時
50
分
▼
場
所
／
山
形
県
金
峰

少
年
自
然
の
家
（
鶴
岡
市
）
▼
対
象

／
ど
な
た
で
も
▼
定
員
／
先
着
88
人
▼

内
容
／
チ
ュ
ー
ブ
す
べ
り
、
そ
り
遊
び
、

ク
ラ
フ
ト
製
作
、
雪
遊
び
、
か
ん
じ
き

森
さ
ん
ぽ
▼
費
用
／
５
０
０
円
（
昼
食

代
・
保
険
料
。
ク
ラ
フ
ト
資
材
代
（
１

０
０
円
程
度
）
は
別
途
）
▼
申
し
込
み

／
１
月
４
日
㈭
～
14
日
㈰
に
同
自
然
の

家
へ 

☎
０
２
３
５
‐
２
４
‐
２
４
０
０

社
内
）
へ 

☎
２
２
‐
１
５
８
０

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
選
手
発
掘
事
業

選
手
発
掘
ト
ラ
イ
ア
ウ
ト

日
時
／
１
月
27
日
㈯
午
後
１
時
～
４
時
、

28
日
㈰
午
前
９
時
～
11
時
▼
場
所
／
県

立
酒
田
西
高
等
学
校
体
育
館
▼
対
象
／

ボ
ー
ト
競
技
で
世
界
を
目
指
し
た
い
方

（
競
技
転
向
・
未
経
験
者
歓
迎
）
▼
内

容
／
ワ
ッ
ト
バ
イ
ク
に
よ
る
体
力
測
定

▼
費
用
／
無
料

◆
詳
し
く
は
日
本
ボ
ー
ト
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
協
会
タ
レ
ン
ト
発
掘
委
員
会 

☎

０
３
‐
３
４
８
１
‐
２
３
２
６

里
仁
館﹁
冬
の
お
も
し
ろ
広
場
﹂

参
加
者
募
集

日
時
／
１
月
13
日
㈯
午
前
10
時
～
午
後

１
時
▼
場
所
／
里
仁
館
▼
対
象
／
幼
児

お
よ
び
小
学
生
と
保
護
者
▼
内
容
／
餅

つ
き
、
昔
遊
び
な
ど
の
旧
正
月
体
験

な
ど
▼
持
ち
物
／
上
履
き
、
ど
ん
ぶ
り
、

箸
、
防
寒
着
▼
費
用
／
１
人
３
０
０
円

（
昼
食
代
。
２
歳
以
下
無
料
）
▼
申
し

込
み
／
１
月
10
日
㈬
ま
で
電
話
で
同
館

へ 

☎
６
１
‐
４
３
６
１

新
春
将
棋
大
会

日
時
／
１
月
28
日
㈰
午
前
10
時
～
（
受

け
付
け
は
９
時
30
分
）
▼
場
所
／
港
南

コ
ミ
セ
ン
▼
内
容
／
有
段
者
、
級
位
者
、

や
ま
が
た
イ
ク
ボ
ス
同
盟

イ
ク
ボ
ス
研
修
会

日
時
／
１
月
23
日
㈫
午
後
１
時
30
分
～

４
時
30
分
▼
場
所
／
山
形
テ
ル
サ
（
山

形
市
）▼
対
象
／
県
内
企
業
の
経
営
者・

管
理
職
、
県
内
地
方
公
共
団
体
の
管
理

職
、
県
内
企
業
の
人
事
・
労
務
担
当
者

な
ど
▼
内
容
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ァ
ザ
ー

リ
ン
グ
・
ジ
ャ
パ
ン
代
表
理
事 

安
藤

哲
也
氏
に
よ
る
講
演
「
企
業
・
団
体
の

『
働
き
方
改
革
』」、
参
加
希
望
者
に
よ

る
グ
ル
ー
プ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
▼
費

用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
事
前
に
山
形

県
子
育
て
支
援
課
少
子
化
対
策
担
当
へ 

☎
０
２
３
‐６
３
０
‐
２
６
６
８

酒
田
地
区
日
中
友
好
協
会

設
立
35
周
年
記
念
講
演
会

　

駐
新
潟
中
国
総
領
事
を
招
き
、
酒
田

港
を
利
用
し
た
貿
易
の
拡
大
や
企
業
進

出
、
観
光
な
ど
を
中
心
と
し
た
中
国
と

の
経
済
交
流
に
関
す
る
講
演
を
行
い
ま

す
。

日
時
／
１
月
17
日
㈬
午
後
４
時
～
（
１

時
間
程
度
）
▼
場
所
／
ガ
ー
デ
ン
パ
レ

ス
み
ず
ほ
▼
対
象
／
中
国
と
の
交
流
に

関
心
の
あ
る
方
▼
定
員
／
先
着
１
０
０

人
▼
講
師
／
駐
新
潟
中
国
総
領
事 

孫

大
剛
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／

１
月
10
日
㈬
ま
で
酒
田
地
区
日
中
友
好

協
会
事
務
局
（
山
形
新
聞
社
庄
内
総
支

問市長公室広報広聴係 ☎26‐5706

酒田市広報を手軽に見られる

スマートフォン向けの

アプリケーションです。

マチを好きになるアプリ
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健
康
教
室
と
検
診
・
検
査
の
実
施

期
日
／
３
月
ま
で
月
２
回
▼
場
所
／

（
公
財
）
や
ま
が
た
健
康
推
進
機
構
庄

内
検
診
セ
ン
タ
ー
（
東
町
一
丁
目
）
▼

対
象
／
20
代
～
30
代
の
方
▼
内
容
／
大

腸
が
ん
検
診
、
肺
が
ん
検
診
、
胃
リ
ス

ク
検
査
、
乳
房
超
音
波
検
査
（
女
性
の

み
）
▼
費
用
／
各
５
０
０
円

◆
詳
し
く
は
同
機
構
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。

問
同
機
構
庄
内
検
診
セ
ン
タ
ー 

☎
２

６
‐
１
８
８
２

shakyo.or.jp

山
形
県
特
定︵
産
業
別
︶最
低
賃
金

が
改
正
さ
れ
ま
し
た

時
間
額
／
一
般
産
業
用
機
械
・
装
置
等

製
造
業
８
１
６
円
、
電
気
機
械
器
具
等

製
造
業
８
０
０
円
、
自
動
車
・
同
附
属

品
製
造
業
８
１
５
円
、
自
動
車
整
備
業

８
１
９
円
▼
効
力
発
生
日
／
平
成
29
年

12
月
25
日

問
山
形
労
働
局
賃
金
室 

☎
０
２
３
‐
６

２
４
‐
８
２
２
４

象
／
同
セ
ン
タ
ー
へ
の
入
校
希
望
者
▼

内
容
／
金
属
技
術
科
に
関
す
る
概
要
説

明
と
施
設
内
見
学
、
体
験
実
習
な
ど
▼

費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
同
セ
ン

タ
ー
へ 

☎
３
１
‐
２
７
０
０

酒
田
法
人
会
新
春
講
演
会

日
時
／
１
月
22
日
㈪
午
後
５
時
～
▼
場

所
／
ホ
テ
ル
リ
ッ
チ
＆
ガ
ー
デ
ン
酒

田
（
若
竹
町
一
丁
目
）
▼
対
象
／
ど
な

た
で
も
▼
内
容
／
日
本
経
済
に
つ
い
て

▼
講
師
／
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
教
授 

上
田
衛
門
氏
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込

み
／
当
日
会
場
へ

問（
公
社
）酒
田
法
人
会 

☎
２
６
‐
４
７

７
２平

成
29
年
度
公
益
活
動
を
推
進
す

る
た
め
の
研
修
会
︱
助
成
金
の
周

知
と
申
請
手
続
き
な
ど
を
学
ぶ
︱

日
時
／
１
月
16
日
㈫
午
後
2
時
～
4
時

▼
場
所
／
酒
田
市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
新
橋
二
丁
目
）
▼
対
象
／
ど
な
た
で

も
▼
内
容
／
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
山
形
創

造
Ｎ
Ｐ
Ｏ
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
よ
る

講
義
、
紅
花
ふ
れ
あ
い
基
金
・
荘
内
銀

行
ふ
る
さ
と
創
造
基
金
各
担
当
職
員
に

よ
る
助
成
金
の
紹
介
と
申
請
の
手
続
き

な
ど
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し
込
み
／
酒

田
市
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
（
酒
田

市
地
域
福
祉
セ
ン
タ
ー
内
）
へ 

☎
２

４
‐
２
６
２
６ 

*volunteer@
sakata-

酒
田
市
長
杯
市
民
囲
碁
大
会

日
時
／
１
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
（
受

け
付
け
は
９
時
30
分
）
▼
場
所
／
市
武

道
館
▼
費
用
／
一
般
１
千
５
０
０
円
、

高
校
生
以
下
５
０
０
円（
昼
食
代
な
ど
）

▼
申
し
込
み
／
当
日
会
場
へ

問
日
本
棋
院
酒
田
支
部 

☎
２
３
‐
２
０

９
２す

て
っ
ぷ 

遊
び
の
ひ
ろ
ば

日
時
／
1
月
21
日
㈰
午
前
10
時
～
11
時

30
分
▼
場
所
／
県
立
鳥
海
学
園
（
遊
佐

町
）
▼
対
象
／
発
達
が
気
に
な
る
幼
児

お
よ
び
小
学
生
と
保
護
者
▼
内
容
／
新

聞
紙
で
遊
ぼ
う
▼
費
用
／
無
料
▼
申
し

込
み
／
１
月
17
日
㈬
ま
で
鳥
海
学
園
へ 

☎
７
５
‐３
３
３
４ 

FAX
７
５
‐３
８
７
２

第
16
回
ホ
ッ
ト
ほ
っ
と
コ
ン
サ
ー
ト

日
時
／
１
月
21
日
㈰
午
後
１
時
30
分
～

３
時
▼
場
所
／
松
山
文
化
伝
承
館
▼
出

演
／
関
矢
順
氏
、関
矢
基
博
氏
、光
国
寺

菊
栄
氏
、里
仁
館
コ
ー
ラ
ス
▼
費
用
／

無
料（
入
館
料
別
途
） 

問
同
館 

☎
６
２
‐
２
６
３
２

県
立
庄
内
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス

日
時
／
１
月
21
日
㈰
︻
午
前
の
部
︼
午

前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

︻
午
後
の

部
︼
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分
▼
対

親子ふれあいサロンへどうぞ
【1月の予定】

問交流ひろば内、親子ふれあいサロン
　☎26‐5613

期日 時間 内容 対象 申し込み

1／10㈬ 10:30～
11:00

「おはなしひろば」
絵本の読み聞かせ

就学前児童と
保護者 当日会場へ1／10㈬

～12㈮
11:00～
11:20

「プレイランド」
お正月あそびウイーク
◆簡単なこまやけん玉を
親子で作ったり、お正月
あそびを楽しんだりしま
しょう。

1／15㈪ 10:30～
12:00

「おおきくな～れ」
身長・体重測定

1／23㈫ 10:00～
12:30

「食育講座」
クッキング離乳食パート5
講師／管理栄養士 星川陽子氏

生後6か月～
8か月の乳児
と保護者8組

1／9㈫
9:30～

1／25㈭ 10:30～
11:30

「あそびのおへや」
親子でハッピー！リトミック
講師／加藤千鶴氏

2歳～就学前
児童と保護者
15組

1／10㈬
9:30～

1／31㈬
～2／2㈮

11:00～
11:20

「プレイランド」
豆まきウイーク
◆鬼のお面作り、豆まき
ごっこなど節分にちなんだ
あそびを楽しみましょう。

就学前児童と
保護者

当日会場へ
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1月の各種相談　ひとりで悩まずにご相談ください。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　◆祝日、年末年始の相談は事前に問い合わせてください。

項　目 日　時 場所／問い合わせ

市民生活相談
月～金曜日／
8：30～17：15

（12：00～13：00を除く）
市役所2階、市民相談室
☎26-5760

消費生活相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-5761

多重債務相談 月～金曜日／
8：30～17：15

市役所2階、市消費生活センター
☎26-6266

山形財務事務所
借金返済に関する
相談窓口

月～金曜日／
8：30～17：15

山形市緑町2-15-3、山形財務事
務所1階理財課

［相談専用電話］023-641-5201

山形いのちの電話 年中無休／
13：00～22：00

（社福）山形いのちの電話
☎023-645-4343

人権相談

9日㈫、23日㈫／
9:30～12:00

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

10日㈬／
9:00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

17日㈬／
13：30～15：00

松山健康福祉センター
☎62-2611

人権相談
（人権擁護委員駐在日）

月・木曜日／
9：00～16：00

山形地方法務局酒田支局
☎25-2221

行政相談

16日㈫／
13:30～15:00

市役所2階、市民相談室
☎26-5760

10日㈬／
9：00～12:00

ひらたタウンセンター
☎52-3910

17日㈬／
13：30～15:00

松山健康福祉センター
☎62-2611

女性のための相談 月～金曜日／
9：00～16：00

交流ひろば1階
☎26-5616

年金受給相談
月曜日／8：30～19：00
火～金曜日／8：30～
17：15

街角の年金相談センター酒田
☎22-4554
電話での相談は鶴岡年金事務所
へ ☎0235-23-5040

交通事故相談 月～金曜日／
9：00～16：00

山形県交通事故相談所庄内支所
（庄内総合支庁内）
電話相談可。無料弁護士相談もあ
ります ☎0235-66-5452

項　目 日　時 場所／問い合わせ

教育相談
月～金曜日／
9：30～18：00
土曜日／
9：30～12：30

総合文化センター2階、教育相談室 
70120-783-042

青少年相談 月～金曜日／
9：30～16：30

総合文化センター1階、市青少年
指導センター ☎24-2901

心配ごと相談 16日㈫、30日㈫ ／9:00
～12:00

地域福祉センター（新橋二丁目1-19）
☎23-5765

生活困窮者
自立支援相談

月～金曜日／
8：30～17：15

生活自立支援センターさかた
（地域福祉センター内）☎25-0350

FAX24-6299 
*jiritsu@sakata-shakyo.or.jp

若者の就職・転職・
仕事の悩み相談

月～土曜日／
10：00～18：00

山形県若者就職支援センター庄
内プラザ（産業会館1階）
70120-219-766

内職の相談 月～金曜日／
9：00～16：00

市役所6階、市商工港湾課
☎26-5757

労働相談
（社会保険労務士駐在日）

原則金曜日／
13：00～16：30

庄内総合支庁産業経済企画課
☎0235-66-5491

身体障がい者更生
相談

第2・第4水曜日／
13：00～15：00

市身体障害者福祉センター
☎26-3715

精神保健福祉相談
31日㈬／10：00～
12：00（要予約）
◆次回2月5日㈪。

酒田農業技術普及課（若浜コミセン
東隣）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

女性の健康相談 月～金曜日／
8：30～17：15

庄内保健所子ども家庭支援課相
談室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-5653

ひきこもり相談 23日㈫／13:30～
15:30（要予約）

庄内保健所地域保健福祉課相談
室（庄内総合支庁1階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4931

エイズ・梅毒・性器
クラミジア感染症、
Ｂ型肝炎およびC型
肝炎個別相談・検査

［相談］月～金曜日／
8：30～17：15

［検査］毎週火曜日／
9：20～12：00（要予約）

庄内保健所保健企画課健康相談
室（庄内総合支庁2階）
問庄内保健所 ☎0235-66-4920

酒田市休日診療所  1月の診療日

１月の診療日は、１日㈷、２日㈫、３日㈬、７日㈰、
８日㈷、14日㈰、21日㈰、28日㈰です。

※急病や軽いけがのときにおいでください。
※保険証を忘れずにお持ちください。

診療受付時間／午前8時30分～11時30分、午後1時～4時30分
（ただし、午前11時30分～午後１時でも急患は受け付けます）
場所／市民健康センター別館（船場町二丁目1-31）
電話／21‐5225（受付時間中のみ）
平日の問い合わせ／市健康課健康係 ☎24‐5733
年始の休日歯科診療当番に関しては、本市平成29年12月16日号
3ページを参照してください。

虐待かもと思ったら…
すぐにお電話をください

児童相談所や市相談窓口では、出産・
子育てに関する相談をなんでも受け
付けています。気になることはぜひ
ご連絡ください。
☎市相談窓口電話番号

26-5734
☎児童相談所全国共通ダイヤル

189  いちはやく

◆連絡者や連絡内容に関する秘密は守られます。
◆ 全国共通ダイヤルはお住まいの地域の児童相

談所につながります。

眠れない…は
心のSOS ― 一人で悩まず相談を ―

市健康課 ☎24-5733
八幡総合支所
　　地域振興課 ☎64-3113
松山総合支所
　　地域振興課 ☎62-2611
平田総合支所
　　地域振興課 ☎52-3911
庄内総合支庁地域保健福祉課
☎0235-66-4931
◆平日の午前8時30分～

午後5時15分

こころの相談窓口

日
本
海
寒
鱈
ま
つ
り

日
時
／
1
月
21
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３

時
▼
場
所
／
鶴
岡
銀
座
商
店
街
特
設
会
場
▼
内

容
／
鱈
汁
販
売（
１
杯
６
０
０
円
）、新
潟
・
北
茨

城
・
秋
田
・
石
巻
の
観
光
物
産
展

問
鶴
岡
銀
座
商
店
街
振
興
組
合 

☎
０
２
３
５
‐

２
２
‐
２
２
０
２

鶴 岡 市

東
北
の
奇
祭
！
や
や
祭
り

　

千
河
原
集
落
に
伝
わ
る「
や
や
祭
り
」。裸
に

腰
ミ
ノ
姿
で
冷
水
を
浴
び
、素
足
に
履
い
た
わ

ら
じ
で
雪
を
踏
み
し
め
る
少
年
た
ち
、ロ
ウ
ソ

ク
を
手
に
お
百
度
を
踏
む
青
年
た
ち
の
姿
は
見

物
人
を
身
ぶ
る
い
さ
せ
る
ほ
ど
で
す
。

日
時
／
１
月
14
日
㈰
午
後
１
時
～
▼
場
所
／
千

河
原
八
幡
神
社

問
庄
内
町
観
光
協
会 

☎
４
２
‐
２
９
２
２

庄 内 町

鶴
岡
音
楽
祭
２
０
１
８

︱
明
日
を
奏
で 

未
来
へ
歌
う
︱

日
時
／
２
月
４
日
㈰
午
後
１
時
30
分
▼
場
所
／

荘
銀
タ
ク
ト
鶴
岡
▼
出
演
／
中
田
幸
子
氏（
故

中
田
喜
直
氏
夫
人
）、鶴
岡
出
身
ア
ー
テ
ィ
ス
ト

（
佐
々
木
麻
子
氏
、島
田
樹
里
氏
、鈴
木
蓮
氏
、鈴
木

集
氏
）ほ
か
▼
費
用
／
大
人
１
千
円
、高
校
生
以

下
５
０
０
円

問
鶴
岡
市
観
光
物
産
課
内﹁
鶴
岡
冬
ま
つ
り
実

行
委
員
会
﹂事
務
局 

☎
０
２
３
５
‐
２
５
‐
２
１

１
１（
内
線
５
６
９
）

鶴 岡 市

第
23
回
ゆ
ざ
町
鱈
ふ
く
ま
つ
り

　

冬
の
荒
波
に
も
ま
れ
脂
が
の
っ
た
寒
鱈
と
草

ふ
ぐ
を
味
噌
味
で
煮
込
ん
だ「
鱈
ふ
く
汁
」を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日
時
／
1
月
21
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
受
け
付

け
開
始
▼
場
所
／
マ
ル
チ
ド
ー
ム﹁
ふ
れ
ん
ど

り
ぃ
﹂▼
費
用
／
当
日
券
５
０
０
円（
売
り
切
れ

次
第
終
了
）

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
遊
佐
鳥
海
観
光
協
会 

☎
７
２‐

５
６
６
６ 

FAX
７
２‐
３
９
９
９

遊 佐 町
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旬
の
食
材
を
使
っ
た
料
理
を

酒
田
市
食
生
活
改
善
推
進
員
が
紹
介
し
ま
す

vol. 45

塩
納
豆

　

皆
さ
ん
は
塩
納
豆
を
食
べ
た
こ
と

は
あ
り
ま
す
か
？
塩
納
豆
は
酒
田
の

郷
土
料
理
の
ひ
と
つ
で
、
ご
飯
に
か

け
て
も
良
し
、し
ょ
う
ゆ
代
わ
り
に

お
ひ
た
し
に
か
け
て
も
良
し
、癖
に

な
る
一
品
で
す
。甘
酒
の
種
類
に
よ
っ

て
味
が
変
わ
る
の
で
、
ご
家
庭
で
好

み
の
味
を
探
し
て
み
て
く
だ
さ
い
ね
。

❶納豆は半分量を包丁でたたく。
❷清潔な容器にすべての材料を入れて混ぜ合わ
せ、フタをして常温暗所に1週間程度置く。3日
目位に一度塩加減をみて、お好みで塩（分量外）
を加える。
❸出来上がりをみて、好みの状態になったら冷蔵
庫へ保存する。 保存容器はガラス製か、

ホーローの容器を使用
しましょう。

作り方

材料（作りやすい分量）

納豆 ……………………………… 80㌘×2パック
甘酒（麴

こうじ

でできたもの） ………… 190㌘
塩 ………………………………… 小さじ2
刻み昆布 ………………………… 適量

　

マ
ア
ち
ゃ
ん
は
こ
の
間
、
離
れ
て
住

む
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
久
し
ぶ
り
に
会
い

ま
し
た
。マ
ア
ち
ゃ
ん
は
あ
る
ア
ニ
メ
ー

シ
ョ
ン
に
夢
中
で
す
。
で
も
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
は
登
場
人
物
の
名
前
や
ス
ト
ー

リ
ー
を
知
り
ま
せ
ん
。「
こ
の
子
の
名

前
は
何
て
言
う
の
？
」「
こ
れ
は
何
？
」

と
一
生
懸
命
尋
ね
る
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
に
、

マ
ア
ち
ゃ
ん
は
「
こ
れ
は
ね
、
～
な
の
」

「
○
○
だ
よ
」
と
説
明
し
て
い
た
の
で

す
が
、
次
第
に
面
倒
に
な
っ
て
き
た
よ

う
で
す
。
興
味
や
経
験
を
共
有
し
て
い

る
と
会
話
は
盛
り
上
が
り
ま
す
が
、
そ

れ
が
な
け
れ
ば
続
き
ま
せ
ん
。

　

と
こ
ろ
で
２
歳
過
ぎ
か
ら
４
歳
、
５

歳
く
ら
い
の
子
ど
も
と
話
を
し
て
い
る

と
、
話
題
が
よ
く
変
わ
り
ま
す
。
例
え

ば
「
赤
い
」
リ
ン
ゴ
に
つ
い
て
話
し
て

い
た
か
と
思
う
と
、
急
に
、
お
気
に
入

り
の「
赤
い
」ミ
ニ
カ
ー
や「
丸
い
」ボ
ー

ル
に
と
い
う
具
合
で
す
。
一
見
脈
絡
が

な
い
よ
う
に
見
え
ま
す
が
、
子
ど
も
な

り
に
ち
ゃ
ん
と
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

一
緒
に
読
ん
だ
り
見
た
り
し
た
絵
本
や

映
像
、
散
歩
や
買
い
物
の
と
き
の
出
来

事
な
ど
、
子
ど
も
と
共
有
す
る
経
験
が

多
い
と
、
話
に
共
感
し
た
り
反
応
し
た

り
し
や
す
く
な
り
ま
す
。「
カ
ナ
ち
ゃ

ん
の
車
も
赤
い
よ
ね
」
と
合
い
の
手
を

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
し
、
子
ど
も

の
「
北
風
さ
ん
が
ピ
ュ
ー
し
た
の
？
」

と
い
う
問
い
に
も
「
こ
の
間
読
ん
だ
絵

本
の
こ
と
か
な
」
と
予
想
で
き
る
か
ら

で
す
。
で
も
共
有
す
る
経
験
が
乏
し
い

と
子
ど
も
の
イ
メ
ー
ジ
の
世
界
に
共
感

で
き
ま
せ
ん
し
、
訳
の
わ
か
ら
な
い
こ

と
を
話
し
て
い
る
と
し
か
感
じ
ら
れ
ま

せ
ん
。

　

自
宅
よ
り
も
保
育
園
な
ど
で
過
ご
す

時
間
の
方
が
長
い
お
子
さ
ん
も
い
る
で

し
ょ
う
。
短
く
て
も
一
緒
に
過
ご
す

時
間
や
経
験
を
つ
く
っ
て
、
言
葉
の

キ
ャ
ッ
チ
ボ
ー
ル
を
楽
し
ん
で
ほ
し
い

と
思
い
ま
す
。 東

北
公
益
文
科
大
学
名
誉
教
授

國
眼 

眞
理
子 

先
生

M
ariko K

okugan

問
市
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
支
援
係 

☎
２
６
︲
５
７
３
５

わ
か
り
合
う
楽
し
さ
は

経
験
の
共
有
と
共
感
か
ら

第

101
回

酒
田
�
子
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酒田っ子 すくすく子育て／さかたの旬／ライフ アンド ジョブ／ごみ減量大作戦

Life

Job
vol.

and
ライフアンドジョブ

9
男
女
が
共
に
活
躍
し
て
い
る

元
気
な
市
内
企
業
を
紹
介
し
ま
す

◎
企
業
で
取
り
組
ん
で
い
る
こ
と

　

当
社
は
主
に
結
婚
式
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で

の
司
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
に
設

立
25
周
年
を
迎
え
、
こ
れ
ま
で
2
万
件
を
超

え
る
依
頼
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
結
婚
を
機
に
東
京
か
ら
庄
内
に
移
住

し
、
当
初
は
商
店
街
の
有
線
放
送
ス
タ
ジ
オ

で
Ｄ
Ｊ
を
し
て
い
ま
し
た
。
子
育
て
と
仕
事

を
両
立
す
る
中
で「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
き
た

い
」と
思
い
、
立
ち
上
げ
た
の
が
チ
ア
ー
ズ
で

す
。
イ
ベ
ン
ト
で
の
司
会
を
通
し
て
私
の
声

を
覚
え
て
い
て
く
れ
る
人
も
。
声
の
記
憶
は
、

心
に
残
る
も
の
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。

　

ス
タ
ッ
フ
は
20
代
～
50
代
の
女
性
で
、
み

ん
な
話
す
こ
と
が
大
好
き
で
す
。
子
育
て

や
介
護
を
し
な
が
ら
働
く
人
も
い
る
の
で
、

個
々
の
ス
キ
ル
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
合
わ
せ

て
仕
事
を
し
て
い
ま
す
。
チ
ア
ー
ズ
は
さ
ま

ざ
ま
な
立
場
の
女
性
が
「
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働

け
る
」
場
所
で
あ
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 ¡

話
し
方
に
関
す
る
勉
強
会
や
練
習

会
を
開
催
し
、
ス
キ
ル
向
上
を
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
し
ま
す

¡

事
務
所
は
普
段
か
ら
開
放
し
、
ス

タ
ッ
フ
同
士
が
情
報
交
換
を
し
た
り

仕
事
以
外
の
相
談
を
し
た
り
で
き
る

「
み
ん
な
の
巣
」
に
な
っ
て
い
ま
す

¡

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
簡
単
に
司
会

を
依
頼
で
き
る
シ
ス
テ
ム
が
１
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
。
ス
ピ
ー
チ
の
コ
ツ
な

ど
も
気
軽
に
相
談
で
き
ま
す

代
表
取
締
役　

加
藤 

明
子
さ
ん

今
回
訪
問
し
た
事
業
所

有
限
会
社
チ
ア
ー
ズ

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。
新
た
な
一
年
を
迎
え
ま
し
た
。

「
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
。」
と
い

う
こ
と
で
、
皆
さ
ん
も
今
年
は
「
こ

れ
っ
！
」
と
い
う
計
画
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ご
み
減
量
大
作
戦

の
今
年
の「
こ
れ
っ
！
」は
、「
ご
み
じ
ゃ

な
い
の
よ
、
紙
は
資
源
」
で
す
。

　

平
成
28
年
度
の
酒
田
地
区
広
域
行

政
組
合
に
搬
入
さ
れ
た
も
や
す
ご
み

を
、
水
分
を
除
い
た
組
成
で
調
べ
て

み
る
と
、
約
47
㌫
が
紙
類
で
し
た
。

そ
の
紙
類
の
中
に
は
、
資
源
と
し
て

リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙
類
が
多
く
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
新
聞
紙
や
雑
誌
な

ど
を
思
い
浮
か
べ
る
方
も
多
い
と
思

い
ま
す
が
、
問
題
は
「
雑
が
み
」
と

呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　
「『
雑
が
み
』
な
ん
て
聞
い
た
こ
と

な
い
」
と
い
う
方
が
い
る
と
思
い
ま

す
が
、
昨
年
行
っ
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で

も
３
割
の
方
が
分
別
し
て
い
な
い
と

い
う
結
果
で
し
た
。
そ
の
う
ち
の
６

割
の
方
が
、
雑
が
み
の
分
別
が
分
か

ら
な
い
と
い
う
方
で
し
た
。

　

そ
れ
で
は
「
雑
が
み
」
と
は
何
か

と
い
う
と 

①
空
き
箱
（
お
菓
子
、

テ
ィ
ッ
シ
ュ
） 

②
紙
袋 

③
包
装
紙
、

封
筒
（
個
人
情
報
部
分
は
も
や
す
ご

み
） 

④
カ
レ
ン
ダ
ー 

⑤
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
や
ラ
ッ
プ
の
芯
な
ど
で

す
。
た
だ
し
、
せ
っ
け
ん
や
線
香
な

ど
の
に
お
い
の
つ
い
た
箱
、
食
品
の

よ
ご
れ
が
つ
い
た
箱
、
カ
ッ
プ
め
ん

の
容
器
や
紙
コ
ッ
プ
な
ど
の
防
水
性

の
紙
、
写
真
や
圧
着
は
が
き
、
シ
ー

ル
な
ど
は
燃
や
す
ご
み
へ
。

　
「
や
っ
ぱ
り
め
ん
ど
く
せ
の
！
」
い

え
い
え
、
簡
単
で
す
。
家
の
ご
み
箱

の
隣
に
紙
袋
を
置
き
、
①
～
⑤
を
入

れ
る
こ
と
を
家
庭
の
約
束
に
し
ま

し
ょ
う
。
紙
袋
は
縛
っ
て
、
集
団
資

源
回
収
や
紙
類
資
源
の
日
に
出
し
ま

し
ょ
う
。
詳
し
く
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
の
「
雑
が
み
分
別
大
作
戦
」
を
参

照
し
て
く
だ
さ
い
。

問市環境衛生課管理係
　☎31‐0933

9

「ごみじゃないのよ、
紙は資源」

▲オランダせんべいFACTORY
での産業ガイド

【組織の概要】
住所／御成町8‐21
従業員数／スタッフ3人、登録スタッフ
10人（全員女性）
電話番号／23‐8097
業務内容／婚礼・葬儀・イベントなどの司会、
イベント企画、産業ガイド、バルーン装飾

▲「臨機応変」が持ち味
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選手の一日
－ あののん 初めての練習見学 －

vol 20

　Ｖ
・
チ
ャ
レ
ン
ジ
リ
ー
グ
Ⅱ
で
、
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
は
現
在
４
勝
４
敗
で
４
位
。
上
位
を
う
か
が
う
位
置
に
付
け
て
い
ま
す
。

　今
回
は
、
松
尾
由
紀
子
選
手
（
＃
６
セ
ッ
タ
ー
）
と
あ
の
の
ん
が
、
皆
さ
ん
を
「
選
手
の
一
日
」
に
案
内
し
ま
す
。

プ
レ
ス
テ
ー
ジ
・

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル

山
形
Ｂ
Ｐ
Ｏ
ガ
ー
デ
ン
に
よ
う
こ
そ
！

今
日
の
練
習
は

午
後
か
ら
。

業
務
中
の

選
手
の
様
子
を

見
に
行
こ
う
！

基
本
的
に
、

半
日
は
業
務
、

半
日
は

バ
レ
ー
ボ
ー
ル

の
練
習
し
て
る

ん
だ
よ
。

カ
フ
ェ

テ
リ
ア
の

メ
ニ
ュ
ー
、

ど
れ
も
と
っ
て
も

お
い
し
い
ん
だ
よ

午
前
中
の

業
務
が

終
わ
る
と
、

昼
食
。

そ
の
後
、

バ
ス
に

乗
っ
て

練
習
会
場

へ
！

ア
ラ
ン
マ
ー
レ
の

選
手
っ
て
毎
日

何
し
て
る
の
ん
？

フ
ムフ
ム

▲

佐藤梨夏選手
（＃12ミドルブロッカー）

12 1
2
3
4

5678
9

！車の窓から身を乗り出すのは
　大変危険です！（写真はイメージ）

！
国
体
記
念
体
育
館
１
階
で
の

   

練
習
見
学
は
禁
止
で
す
。

歩
い
て
来
た

…
置
い
て

い
く
ん
だ

の
ん…

選
手
た
ち
の

配
置
部
署
は

さ
ま
ざ
ま
。

 

ロ
ー
ド
サ
ー
ビ
ス
や

自
動
車
保
険
の
事
故

対
応
、ア
パ
ー
ト
の

ト
ラ
ブ
ル
な
ど
、

お
客
さ
ま
か
ら
の

さ
ま
ざ
ま
な
電
話
に

　
対
応
し
て
い
ま
す

…

っ
て
、

ガ
ラ
ス
に

く
っ
つ
き

過
ぎ…お

互
い
様

だ
の
ん…

何か食べたいのん…
ダメ－（笑

）

ん？

うおー！

練　習　開　始　！練　習　開　始　！

結
構
遠
か
っ
た

の
ん
。
あ
！

松
尾
選
手
〜

練
習
だ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
ぁ
!!!!!

み…み
ん
な
で

応
援
す
る

…

の
ん

さ
て…

い
よ
い
よ…

選
手
の

様
子
を

見
に
来
た

の
ん

次のホームゲームは天童市だよ！
期日／1月13日㈯、14日㈰
場所／天童市スポーツセンター
対戦カード／13日 アランマーレ VS ＧＳＳ東京
　　　　　　14日 アランマーレ VS 群馬銀行
　 ㈱プレステージ・インターナショナルアランマーレ
　 女子バレーボールチーム ☎41-0724

大
丈
夫
？だ

か
ら

１
階
は
ダ
メ

だ
っ
て…

応援
来てね～

問

ギョッギョッ

ゴン

▲

三
澤
未
憂
選
手
＃
10



編
集
長
の
ひ
と
り
ご
と
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ボイス オブ アランマーレ／ジオパークリレーコラム／編集長のひとりごと

　

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
「
私
の
街
さ
か
た
」
１
月
１
日
号
の
表
紙

は
、雪
だ
る
ま
に
な
っ
た
「
も
し
ぇ
の
ん
」

と
「
あ
の
の
ん
」。
吹
雪
の
中
、
眺
海
の

森
の
雪
を
丸
め
て
撮
っ
て
き
た
も
の
で
す
。

め
ん
ご
い
で
し
ょ
？

　

毎
月
１
日
号
に
は
「
さ
か
た
の
風
」
を

掲
載
し
て
い
ま
す
が
、
今
回
は
そ
の
特
別

編
「
匠
の
肖
像
」
を
掲
載
。
全
国
技
能
グ

ラ
ン
プ
リ
で
第
一
位
に
輝
い
た
若
き
匠
・

中
谷
敬
さ
ん
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。
染
色

補
正
の
話
を
聞
い
た
と
き
は
「
へ
っ
？
柄
、

書
く
ん
で
す
か
？
」
と
い
う
言
葉
が
口
を

つ
い
て
出
る
ほ
ど
驚
き
ま
し
た
。
全
国
ト

ッ
プ
レ
ベ
ル
の
技
術
を
持
つ
す
ご
い
職
人

さ
ん
で
す
が
、
物
腰
は
非
常
に
柔
ら
か
く
、

し
つ
こ
い
撮
影
要
求
に
も
嫌
な
顔
一
つ
せ

ず
対
応
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

私
の
街
さ
か
た
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
入
賞

作
品
、
素
晴
ら
し
い
作
品
が
そ
ろ
い
ま
し

た
。
写
真
を
見
て
感
じ
た
の
は
、
今
年
は

明
る
い
写
真
が
多
か
っ
た
こ
と
。
そ
し
て

新
人
の
方
の
レ
ベ
ル
が
非
常
に
高
い
こ
と

で
す
。
土
門
拳
を
生
ん
だ
写
真
の
ま
ち
・

酒
田
の
魅
力
を
、紙
面
で
感
じ
て
く
だ
さ
い
。

　

そ
し
て
、
ボ
イ
ス
オ
ブ
ア
ラ
ン
マ
ー
レ

は
「
選
手
の
一
日
」。
コ
ー
ト
上
の
姿
が

印
象
的
な
選
手
た
ち
で
す
が
、
普
段
は
普

通
の
女
の
子
。
日
々
仕
事
と
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
の
両
立
に
取
り
組
む
姿
を
、
市
民
の
皆

さ
ん
に
伝
え
た
い
と
の
思
い
で
生
ま
れ
た

企
画
で
す
。
編
集
長
の
妄
想
…
い
や
想
像

か
ら
生
ま
れ
た
わ
が
ま
ま
な
要
求
に
、
完

璧
な
演
技
で
応
え
て
く
れ
た
松
尾
選
手
に

は
感
謝
の
一
言
で
す
。

　

今
年
も
一
年
「
私
の
街
さ
か
た
」
を
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
引
き
続
き
「
読

者
の
声
」
へ
の
投
稿
も
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
ア
ラ
ン
マ
ー
レ
の
選
手
た
ち
の
間
で

も
「
か
わ
い
い
」
と
評
判
の
限
定
ス
テ
ッ

カ
ー
、皆
さ
ん
も
ゲ
ッ
ト
し
て
く
だ
さ
い
ね
。

広
報
広
聴
係　

大
井
正
紀

　

ジ
オ
パ
ー
ク
構
想
推
進
協
議
会
が
秋
田
県
と
山
形
県
の
３

市
１
町
で
設
立
さ
れ
た
平
成
27
年
３
月
、地
域
で
「
ジ
オ
パ
ー

ク
」
の
認
知
度
は
全
体
の
約
１
㌫
程
度
で
し
た
が
、
今
で
は

80
㌫
以
上
に
な
っ
た
と
感
じ
て
い
ま
す
。
し
か
し
「
ジ
オ
パ
ー

ク
っ
て
何
を
す
る
の
？
」
と
い
う
問
い
に
答
え
ら
れ
る
人
は
ま

だ
少
な
い
の
が
実
情
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
は
地
域
が
主
体
と
な
っ
て
活
用
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
具
体
的
に
は
ジ
オ
サ
イ
ト
の
成
り
立
ち
や
仕
組
み
、

そ
こ
か
ら
生
ま
れ
た
生
活
文
化
な
ど
を
学
ぶ
ジ
オ
ツ
ア
ー
や

教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
な
ど
へ
の
展
開
と
防
災
、
保
全
に
関
す
る
取

り
組
み
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
他
の
ジ
オ
パ
ー
ク
で
は
、
小
中

学
校
の
理
科
や
社
会
の
授
業
に
取
り
入
れ
ら
れ
た
り
、
高
校

で
は
ク
ラ
ブ
活
動
に
な
っ
て
い
た
り
す
る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
す
。

　

鳥
海
山・飛
島
ジ
オ
パ
ー
ク
エ
リ
ア
各
地
で
住
民
に
よ
る「
ジ

オ
パ
ー
ク
研
究
会
」
や
「
ジ
オ
倶
楽
部
」
が
設
立
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
つ
な
が
る
と
楽
し
い
で
す
ね
。
ま

た
ジ
オ
サ
イ
ト
に
ち
な
ん
だ
「
ジ
オ
ラ
ー
メ
ン
伏
流
水
」「
ジ

オ
ラ
ー
メ
ン
玉
簾
」
と
か
、「
ジ

オ
カ
レ
ー
鳥
海
山
」
な
ど
自
由

な
発
想
で
メ
ニ
ュ
ー
を
作
る
の

も
ワ
ク
ワ
ク
し
ま
す
。「
知
っ
て
、

学
ん
で
、
好
き
に
な
る
」
そ
れ
が
、

ジ
オ
パ
ー
ク
で
す
。
私
た
ち
の
ジ

オ
パ
ー
ク
、
難
し
く
考
え
ず
に

ま
ず
は
み
ん
な
で
楽
し
く
活
用

し
ま
し
ょ
う
。

▲小学校での出前講座の様子

日本海と大地がつくる 水と命の循環

鳥海山・飛島ジオパーク

問
市
観
光
振
興
課
観
光
企
画
係

　

☎
２
６
‐
５
７
５
９

第 回37

楽
し
く
活
用

ジ
オ
パ
ー
ク

鳥海山・飛島ジオパーク
ホームページ QRコード

東北公益文科大学
特任講師

中原 浩子氏



「みんなでいもほり うんとこしょ!!」
黒森保育園 さとう りっけい くん
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〒998-8540 山形県酒田市本町二丁目2番45号
☎0234-22-5111（代表）
FAX.0234-26-3688

酒田市役所

〒999-8292 酒田市観音寺字寺ノ下41番地
☎0234-64-3111（代表）
FAX.0234-64-3110

八幡総合支所

〒999-6861 酒田市字山田27番地の4
☎0234-62-2611（代表）
FAX.0234-62-2618

松山総合支所

〒999-6711 酒田市飛鳥字契約場30番地
☎0234-52-3111（代表）
FAX.0234-52-3116

本紙に関するご意見、
ご要望をお寄せください。

平田総合支所

酒田市市長公室
広報広聴係

☎0234-26-5706（直通）
FAX.0234-26-3688
　 koho@city.sakata.lg.jp

第31回

酒田日本海

同実行委員会（酒田商工会議所内） ☎22-9311、市観光振興課観光交流係 ☎26-5759問

消防出初式 世界の料理フェア
2018

日時／1月28日㈰午後0時30分～1時30分
場所／国道112号（マリーン5清水屋前）

日時／1月28日㈰午前11時～午後2時
場所／交流ひろば

同時開催

酒田夢の倶楽、中町中和会商店街、中通り商店街、
大通り商店街、酒田商工会議所、マリーン5清水屋、
ト一屋（市内全店）、ヤマザワ（市内全店）

◆ごみ減量のためできるだけ「容器（どんぶり、タッパーなど）、はし」
　を持参の上来場してください。
◆当日の天候などの影響により、販売終了が早まったり、イベントが
　中止になったりする場合があります。

前売券

前売券
取扱所

700円（寒鱈汁券＋お買い物券（100円相当）＋抽選券）

味の暖簾街
のれん

中通り
商店街

さかた
海鮮市場

JR酒田
駅前

真冬に水揚げされる脂ののった寒鱈を丸ごと使ったアツアツの寒鱈汁（1杯
600円）をメインに、心も体も温まるさまざまな酒田の味を取りそろえました。

中通り
商店街なかまち冬の市

地域特産品や農産物加工品など、見て、触れて、味わえる酒田の冬の市。

寒鱈まつり大抽選会 中通り
商店街

本部
特設会場

寒鱈や庄内米、料亭・すし店・ラーメン店食事券など、空くじなしのその場で
当たる楽しい抽選会。前売り券をお買い求めの方のみの特典です。

中央
公園

9蔵集合！酒の酒田の酒まつり
酒田市、遊佐町の蔵元9蔵の新酒など（1杯100円）を楽しめます。
◆お買い物券を利用できます。

中央
公園

秋田の酒ときりたんぽ鍋の販売
秋田の冬の味覚をぜひ味わってください。醸し料理も提供。
お酒の販売（1杯100円）、きりたんぽ鍋の販売（1杯500円）

中通り
商店街

「食の都庄内」親善大使寒鱈フェスタ
親善大使である太田政宏氏、古庄浩氏、奥田政行氏、土岐正富氏が
腕を振るった寒鱈料理（1食700円）が楽しめるスペシャル企画です。
時間／午前11時～（売り切れ次第終了）

中通り
商店街

酒田北前太鼓振興会・
太鼓道場風の会による太鼓演奏
①午前11時～ ②午前11時30分～ ③午後0時15分～

1月27日土 日28日・1月27日土 日28日・
午前10時30分～午後3時30分
寒鱈汁は午後2時ごろまで販売（売り切れ次第終了）
午前10時30分～午後3時30分
寒鱈汁は午後2時ごろまで販売（売り切れ次第終了）
午前10時30分～午後3時30分
寒鱈汁は午後2時ごろまで販売（売り切れ次第終了）
午前10時30分～午後3時30分
寒鱈汁は午後2時ごろまで販売（売り切れ次第終了）

中通り商店街、さかた海鮮市場、
ＪＲ酒田駅前、中央公園場所

中央
公園

千葉県酒々井町の酒の試飲と
特産品の販売

し　 す　 い

27日㈯のみ

総
人
口
／
10
4
,4
61
人　
世
帯
数
／
4
2
,0
8
0
（
＋
2
0）

［
2018年

1月
1日

発
行

］
発

行
／

酒
田

市
　

印
刷

／
北

星
印

刷
株

式
会

社
［

平
成

29
年

11月
30日

現
在

］（
　

）内
は

対
前

月
増

減
数

49,582
人（

−3
0）

男
54,879

人（
−19）

女
酒
田
市
の

人
口

N
o.293

ごみ減量キャンペーン実施中!

を減らしましょう!

11月のごみの量

前年同月に比べて －8㌧
3,191㌧

ごみ

大
掃
除
で
き
れ
い

　
　

サ
ッ
パ
リ
だ
の
ん
。

で
も
、ご
み
は
ル
ー
ル
を

守
っ
て
出
し
て
の
ん
！


